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今週のキーワード

次世代ポリマー
高機能化と持続可能性を両立

27
件

記事数

7
カ国

対象国

205.6
°C

最高Tg

25.81
ppm/°C

最低CTE

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 回転成形PE樹脂 新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ExxonMobilが回転成形向け高耐久・高効率メタロセ
ンPE樹脂を上市。耐衝撃性・ESCRに優れ、加工効率
も向上。

#02
シアネート樹脂モデリ
ング

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

マルチスケールモデリングで航空宇宙用シアネートエ
ステル樹脂の熱・機械的特性を最適化。材料設計を加
速。

#03
3Dプリンタフィラメン
ト

市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

3Dプリンティング向けエンジニアリングフィラメント
市場がPETGからPCまで多様化。Polymaker新製品も
登場。

#04 CNT分散エポキシ樹脂 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
多層CNT分散により、航空宇宙向けエポキシ・シアネ
ートエステル樹脂の熱・機械的特性を大幅強化。

#05 パワーデバイス封止材 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
BPA改質SiO2/エポキシ複合材が超低CTE、高Tg、熱
衝撃安定性を両立。パワーデバイス封止に革新。

#07
独自ポリマー「Tullom
er」

新材料開
発

●●●●
●

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

Z-Polymersが炭素繊維を超える耐熱性・レーダー透
過性を持つ航空宇宙・ドローン用独自ポリマーを開発
。

#08
植物由来高性能ポリマ
ー

研究プロ
グラム

●●●○
○

●○○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

シンガポールが2,200万S$を投じ、植物由来高性能ポ
リマー研究「SG Bio-SPRINT」を始動。

#09
光硬化3Dプリンティン
グ

技術解説
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

SLA・DLP・LCD・CLIP・MJPなど光硬化3Dプリンテ
ィング技術を解説。歯科・医療・航空宇宙で精密部品
製造。

#10 スマホ向けPEI樹脂 新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

SABICがスマートフォン中間フレーム向け非導電性PV
D対応PEI樹脂「Ultem
DU762」を発表し金属代替を促進。

#12
BPAベース樹脂の持続
性

解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
BPAベースのPC・エポキシ樹脂が産業基盤を強化。リ
サイクル技術と製造効率向上で持続可能性を追求。

#13
3Dプリンタ用PEEK
CF10

新製品
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
CarbonXが航空宇宙・医療向け高強度・高耐熱性の3
Dプリンティング用PEEK CF10熱可塑性樹脂を発表。

#15
3Dプリンティングプロ
セス

技術比較
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

FDM・SLA・SLSの主要3Dプリンティングプロセスを
比較解説。PLAからPEEKまで広範なポリマー材料に対
応。

#16 フルカラー樹脂3D特許 特許申請
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Anycubicが後処理不要で一層内カラーリング可能なフ
ルカラー樹脂3Dプリンティング特許を申請。

#17 Formlabs OMM 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
FormlabsがForm 4B/4BLでサードパーティ製歯科用
樹脂を「オープンマテリアルモード」で利用可能に。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18 EVバッテリー複合材 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
新エネルギー車向けポリマー複合材バッテリーパック
が高速成形・欠陥制御・デジタル製造で進化。

#19
ポリエステル化学リサ
イクル

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
熱可塑性ポリエステルの化学リサイクル・アップサイ
クルを促進する解重合戦略が詳述される。

#20 自己修復材料と電池 研究紹介
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
HIPOLE Jenaがポリマーレドックスフロー電池と自己
修復材料でエネルギー応用のフロンティアを開拓。

#21
エポキシ樹脂リサイク
ル

特許分析
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
Patsnapがエポキシ樹脂リサイクル特許動向を分析。
分解性硬化剤とビトリマー化学が進化。

#22 複合材料と炭素繊維 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Addcompositeが複合材料の基礎を解説。炭素繊維コ
スト低下で航空宇宙以外の応用拡大。

#23
PEM燃料電池の自動車
応用

技術解説
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
米国エネルギー省がポリマー電解質膜を用いた燃料電
池の自動車応用を強調。

#24
リサイクル可能複合パ
ネル

プロジェ
クト報告

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

SUPERPANプロジェクトがDual Pull Braiding技術で
車両構造向けリサイクル可能な熱可塑性複合パネルを
開発。

#25
自己修復・導電性ポリ
マー

研究紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
PolymerUpdate Intelligenceが自己修復性・再生可能
・導電性を持つ次世代ポリマーの進展を報告。

#26 ナトリウム電池電解質 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
ポリマーブレンド電解質がナトリウム電池向けに高イ
オン伝導度と再充電性を実現。リチウム代替に期待。

#27
CFRP廃棄物エアロゲ
ル

応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
NUSが炭素繊維複合材廃棄物を機能性エアロゲルへ変
換する革新的リサイクル手法を開発。

#28 バイオベース可塑剤 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ビニル・エポキシ基含有クエン酸エステルで可塑化さ
れたポリマーの低温性能と移動挙動を研究。

#29
全固体電池ポリマー電
解質

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
室温固体リチウム金属電池向けPEO/PVDF-HFP固体ポ
リマー電解質のアノード/電解質界面修飾を強化。

#30 複合材の海洋応用 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ACSが炭素繊維複合材の海洋産業への応用を拡大し高
性能ヨットを開発。再生炭素繊維の成長も予測。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ パワーデバイス封止材の進化は、自社の製品設計をどう変えるか？
BPA改質SiO2/エポキシ複合材が超低CTE 25.81 × 10–6/°C、高Tg 205.6°Cを両立し、熱衝撃安定性も向上 (#05)。Si
C/GaNパワー半導体の高密度化・高出力化が進む中、この新材料は既存の設計前提を覆す可能性があります。貴社の次世
代パワーモジュール設計に、この特性をどう組み込みますか？

❷ EVバッテリーパックの複合材化とリサイクル性向上は、サプライチェーン戦略をどう変えるか？
熱可塑性複合材によるEVバッテリーパックの高速成形、欠陥制御、デジタル製造が進展
(#18)。さらにリサイクル可能な熱可塑性複合パネル開発 (#24) やCFRP廃棄物からのエアロゲル変換 (#27) も。EVの
軽量化・安全性・環境規制対応を迫られる中、貴社の材料調達・製造・リサイクル戦略は、これらの技術動向に対応でき
ていますか？

❸ 炭素繊維を超える新ポリマーや自己修復材料は、将来の製品ロードマップに組み込めるか？
Z-Polymersが炭素繊維を超える耐熱性・レーダー透過性を持つ独自ポリマー「Tullomer」を開発
(#07)。また、自己修復性・再生可能・導電性を持つ次世代ポリマーの研究も進む (#25)。これらの革新的ポリマーは、
航空宇宙、ドローン、ロボティクス、ウェアラブルデバイスなど、将来の高性能製品に不可欠となる可能性があります。
貴社のR&D;部門は、これらのフロンティア技術をどのように評価し、中長期的な製品ロードマップに反映させますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

パワ半封止EV電池材
次世代電解

新規ポリマ スマホPEI

樹脂リサイ
自己修復

バイオ高分子

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● パワ半封止 注意 パワー半導体信頼性向上 日本の封止材競争激化

● EV電池材 注意 EV軽量化・安全性向上 成形技術・リサイクル競争

● 次世代電解 注意 次世代電池開発加速 材料開発競争の激化

● 新規ポリマ 機会大 航空宇宙新材料獲得 独自技術への追随困難

● スマホPEI 機会大 モバイル軽量化貢献 材料転換への対応
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● 樹脂リサイ 機会大 循環経済への貢献 新規技術導入コスト

● 自己修復 機会大 製品寿命・信頼性向上 実用化難易度

● バイオ高分子 参考 環境配慮型材料開発 実用化までの時間
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深掘り ① ― パワーデバイス封止材のブレークスルー
#05 | 2026/08/15 | ACS Publications | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

次世代パワーデバイスパッケージング向けに、ビスフェノールA (BPA) で表面改質されたシリカ (SiO2)
を組み込んだエポキシ複合材料が開発されました。この材料は、超低熱膨張率 (CTE) 25.81 ×
10–6/°C、高ガラス転移温度 (Tg) 205.6°C、優れた熱衝撃安定性を同時に達成しています。二官能性および三官能性
エポキシ樹脂のブレンドと相乗的な材料設計戦略により実現され、パワーデバイスの信頼性と長寿命化に大きく貢献し
ます。

この技術は、BPA改質SiO2がエポキシマトリックスとの界面接着性を大幅に向上させ、熱膨張の異方性を抑制する点が
鍵です。高Tgと低CTEの同時達成は、SiCやGaNといったワイドバンドギャップ半導体の高温動作環境下での信頼性確
保に不可欠であり、従来の封止材では困難でした。具体的な数値データが示されており、その信頼性は高いと評価でき
ます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【技術者の視点】提示されたTg 205.6°C、CTE 25.81 × 10–6/°Cは、SiC/GaNパワーデバイスの要求
特性を満たす上で非常に魅力的な数値です。特に低CTEは、半導体チップと封止材間の熱応力ミスマッ
チを低減し、熱サイクル信頼性を大幅に向上させる可能性を秘めています。しかし、BPA改質SiO2の量
産性、コスト、および長期信頼性（特に高温高湿環境下での界面安定性）については、さらなる検証が
必要です。日本の【半導体PKGメーカー】にとっては、この技術を取り込むことで製品の高信頼化と差
別化を図る【機会】ですが、【材料メーカー】にとっては、既存のエポキシ封止材の市場を奪われる【
脅威】にもなり得ます。早急にサンプル評価と共同開発の可能性を探るべきです。

深掘り ② ― EVバッテリーパック複合材の進化
#18 | 2026/08/21 | MDPI | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●●

新エネルギー車 (NEV) 向けポリマー複合材バッテリーパック構造の最新技術レビューが公開されました。高速成形、
欠陥制御、デジタル製造における進展が包括的に示され、特に熱可塑性複合材の効率的な製造、多材料接合、インライ
ンモニタリング、そしてリサイクル性が焦点です。Teijin Automotive
Technologiesが開発する複合材バッテリーパックエンクロージャーなど、実用化への道が大きく開かれています。

熱可塑性複合材は、従来の熱硬化性複合材に比べ成形サイクルが短く、再成形・リサイクルが容易な点が特徴です。こ
れにより、EVの軽量化、航続距離延長、安全性向上に貢献し、環境規制強化にも対応可能です。デジタル製造技術との
融合により、複雑形状部品の高精度・高効率生産と欠陥制御が可能となり、量産化への課題解決が進んでいます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【技術者の視点】EVのバッテリーパックは、車両重量の大部分を占め、衝突安全の要でもあります。熱
可塑性複合材による軽量化と高強度化は、航続距離と安全性の両面でEVの競争力を高める決定打となり
得ます。特に、高速成形とリサイクル性の向上は、量産化と持続可能性の観点から非常に重要です。日
本の【自動車OEM】は、この技術を積極的に採用し、サプライチェーン全体での【複合材メーカー】と
の連携を強化すべきです。一方で、成形技術や接合技術のノウハウが海外で先行する【脅威】も存在し
ます。デジタル製造技術の導入による欠陥制御は、品質安定化に不可欠であり、日本の製造業が強みと
する精密加工技術との融合が【機会】となるでしょう。
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深掘り ③ ― 炭素繊維を超える独自ポリマー「Tullomer」
#07 | 2026/08/18 | Manufacturing Dive | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

Z-Polymers社は、航空宇宙およびドローン用途向けに、炭素繊維の性能を上回る革新的なポリマー「Tullomer」を開
発しました。この独自材料は、高い熱性能、優れたレーダー透過性、極めて強靭な特性、そして耐火性を兼ね備えてい
ます。ケブラーを超える繊維特性を持ち、3Dプリンティングを含む多様な製造プロセスに適用可能です。

Tullomerは、分子レベルでの精密設計により、炭素繊維の強度・剛性を維持しつつ、熱膨張率の低減と高い使用温度範
囲を実現。レーダー透過性も優れるため、ステルス性や通信機器性能向上に貢献します。その強靭性と耐火性は、ドロ
ーンや航空機の構造部品の安全性・耐久性を高めます。ただし、詳細な物性データや開発状況はまだ不明確な点が多い
です。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【技術者の視点】「炭素繊維を超える」という表現は非常に挑戦的であり、真であれば学術的ブレーク
スルーに相当します。特に、耐熱性とレーダー透過性の両立は、航空宇宙・防衛分野でゲームチェンジ
ャーとなり得ます。ただし、具体的な数値データが不足しており、その主張の妥当性については慎重な
評価が必要です。もしこの性能が実証されれば、日本の【航空宇宙部品メーカー】や【ドローンメーカ
ー】にとっては、軽量化と高機能化を両立させる大きな【機会】となります。一方で、この独自ポリマ
ーのサプライチェーンが確立された場合、日本の既存【炭素繊維メーカー】や【複合材メーカー】にと
っては、新たな競争相手となる【脅威】となり得ます。Z-Polymers社への情報収集と技術提携の可能性
を早期に検討すべきです。

その他の注目記事
CarbonX、航空宇宙・医療向け高強度・高耐熱性の3Dプリンティング用PEEK CF10熱可塑性樹脂を発表 (3DXTECH)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

高性能3Dプリンティング材料としてPEEK
CF10が登場。航空宇宙・医療分野での金属代替と軽量化に貢献するが、高価な材料のため用途は限定的か。

Formlabs、Form 4B/4BLプリンターでサードパーティ製歯科用樹脂を「オープンマテリアルモード」で利用可能に (Formlabs)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○

3Dプリンターメーカーがオープンマテリアル戦略に転換。歯科材料メーカーにとっては新たな市場機会、ユーザーにと
っては材料選択の自由度向上となる。

ExxonMobil、回転成形向け高耐久・高効率メタロセンPE樹脂「Exceed Tough m 4536UV12」を市場投入 (Plastics Today)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○

汎用樹脂の性能向上は、コストと性能のバランスが重要な回転成形市場に影響。日本のPE樹脂メーカーは競合製品との
差別化を迫られる。

多層CNT分散による高性能エポキシ・シアネートエステル樹脂が航空宇宙の熱・構造要件を強化 (Facebook (Advanced Polymer Composites))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

CNT複合化による航空宇宙材料の性能向上は期待大。均一分散技術が鍵となるが、量産化とコストが課題。日本のCNT
メーカーは注目すべき動向。

3Dプリンティング向け高性能エンジニアリングフィラメント市場がPETGからPCまで多様化、Polymaker新製品も登場 (All3DP)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○

3Dプリンティングの産業応用拡大に伴い、高性能フィラメントの需要が増加。日本の材料メーカーは、多様なニーズに
応える製品ラインナップ拡充が求められる。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/半導体PKG】#05の低CTE/高Tgエポキシ複合材について、自社製品への適用可能性を評価。特にSiC/
GaNデバイス向けに競合優位性を分析し、初期情報収集を開始。

• 【調達/経営企画】#10のSABIC Ultem DU762について、スマートフォン中間フレームの金属代替動向を調査
。サプライヤーとの情報交換を開始し、自社製品への影響を検討。

• 【R&D;/材料開発】#07のZ-Polymers Tullomerに関する追加情報を収集。公開されている物性データや開発
状況の信頼性を評価し、社内での初期検討を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/EV設計】#18の熱可塑性複合材バッテリーパック技術について、Teijin Automotive Technologiesな
どの先行事例を詳細調査。自社EVへの軽量化・安全性向上への貢献度を評価し、社内報告会を実施。

• 【R&D;/電池材料】#29, #26の次世代電池電解質（全固体、ナトリウム）に関する研究動向を注視。特に界面
安定性向上技術について、自社の研究テーマとの連携可能性を検討し、研究計画に反映。

• 【R&D;/材料開発】#25の自己修復性ポリマーについて、ロボティクスやウェアラブルデバイスへの応用を視
野に入れた基礎研究の方向性を検討。国内外の研究機関との連携可能性を探る。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】#19, #21, #27の樹脂リサイクル技術（特に化学リサイクル、CFRP廃棄物活用）について
、中長期的な事業戦略に組み込むためのロードマップを策定。サプライチェーン全体での循環経済貢献を検討し
、投資計画に反映。

• 【R&D;/経営企画】#08の植物由来高性能ポリマー研究「SG Bio-SPRINT」のような国際的な取り組みをベン
チマークし、バイオベース材料開発における自社の立ち位置と戦略を再評価。新たな研究テーマの創出を目指す
。

• 【R&D;/半導体PKG】#05の技術を応用した次世代封止材の共同開発パートナーを探索。特に、日本のパワーデ
バイスメーカーとの連携を強化し、市場投入に向けた具体的な計画を立案。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-22
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#01 ExxonMobil、回転成形向け高耐久・高効率メタロセ
ンPE樹脂「Exceed Tough m 4536UV12」を市場投入

概要

ExxonMobil Signature Polymersは、回転成形用途向けに設計された高耐久性メタロセ
ンベースポリエチレン樹脂「Exceed Tough m 4536UV12」を上市しました。この新グ
レードは、優れた耐衝撃性能と環境応力亀裂耐性（ESCR）を特徴とし、厳しい環境下

での製品寿命を延ばします。また、幅広い加工ウィンドウを提供することで、製造プ
ロセスの効率化と柔軟性を実現します。これにより、貯蔵タンク、コンテナ、レクリ
エーション用品など、耐久性が求められる製品の性能向上とコスト削減に貢献しま

す。

公開日 2026年08月13日  Plastics Today  アメリカ



詳細

主要成果

ExxonMobil Signature Polymersは、高性能回転成形用途向けに特化した新世代のメタロ
センポリエチレン樹脂「Exceed Tough m 4536UV12」の商業販売を開始しました。この
革新的な材料は、極めて高い耐久性と優れた加工効率を両立し、回転成形業界に新たな
基準を打ち立てるものです。これにより、過酷な使用環境に耐える製品の製造が可能と
なり、エンドユーザーの信頼性と満足度を向上させます。

技術詳細

Exceed Tough m 4536UV12は、ExxonMobilの高度なメタロセン触媒技術を駆使して開発
されました。この樹脂は、従来のポリエチレン樹脂と比較して、卓越した耐衝撃性能と
環境応力亀裂耐性（ESCR）を誇ります。具体的には、外部からの衝撃や化学物質、紫
外線などの環境要因による劣化に対して、優れた抵抗力を発揮します。また、広い加工
ウィンドウを持つため、回転成形プロセスにおいてより高い柔軟性と効率的な生産を可
能にします。これにより、製造業者は複雑な形状や大型部品も安定して製造できるよう
になります。

背景・業界文脈

回転成形は、貯蔵タンク、浄化槽、コンテナ、船舶機器、遊具など、大型で中空のプラ
スチック製品を製造する上で不可欠な技術です。これらの製品には、耐久性、長寿命、
および信頼性が極めて重要であり、特に屋外や産業環境で使用される場合には、厳しい
条件に耐えうる材料が求められます。ExxonMobilの新しい樹脂は、このような市場の要
求に応えるために開発され、従来の材料では達成困難だった性能レベルを提供します。
これにより、製品の故障率が低下し、メンテナンスコストの削減に繋がることが期待さ
れます。



今後の展望

この新樹脂の導入は、回転成形業界における材料選択の新たな方向性を示すものです。
高耐久性と加工効率の向上は、製造業者がより競争力のある製品を市場に投入すること
を可能にし、サプライチェーン全体の最適化にも寄与します。今後、Exceed Tough m

4536UV12は、インフラ、農業、レクリエーション、産業用コンテナなど、多岐にわた
る分野での応用が拡大し、持続可能で高性能なソリューションを提供することで、市場
に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGBGhp9dlKefGRu7_LtmS3ZHAc64T0ezoSSDeDnweSnjpnivQKbal8RggIAh1V0F4ml9dqahiVkGS

EFlTc1VGTNhwCKPxPc5B3nlaHWzh6OqayyRMQDX4QAO-3-EHGtwAyvkOQWBx3iud-L4T-

Bw973CP9udcAyRkGCLf3KRkCA_NCR0=

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGBGhp9dlKefGRu7_LtmS3ZHAc64T0ezoSSDeDnweSnjpnivQKbal8RggIAh1V0F4ml9dqahiVkGSnPlMjpnTok2OmU1ifrAPPg5QwjGTCZaF2GdlVS8t1Jl2h-EFlTc1VGTNhwCKPxPc5B3nlaHWzh6OqayyRMQDX4QAO-3-EHGtwAyvkOQWBx3iud-L4T-Bw973CP9udcAyRkGCLf3KRkCA_NCR0=
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https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGBGhp9dlKefGRu7_LtmS3ZHAc64T0ezoSSDeDnweSnjpnivQKbal8RggIAh1V0F4ml9dqahiVkGSnPlMjpnTok2OmU1ifrAPPg5QwjGTCZaF2GdlVS8t1Jl2h-EFlTc1VGTNhwCKPxPc5B3nlaHWzh6OqayyRMQDX4QAO-3-EHGtwAyvkOQWBx3iud-L4T-Bw973CP9udcAyRkGCLf3KRkCA_NCR0=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGBGhp9dlKefGRu7_LtmS3ZHAc64T0ezoSSDeDnweSnjpnivQKbal8RggIAh1V0F4ml9dqahiVkGSnPlMjpnTok2OmU1ifrAPPg5QwjGTCZaF2GdlVS8t1Jl2h-EFlTc1VGTNhwCKPxPc5B3nlaHWzh6OqayyRMQDX4QAO-3-EHGtwAyvkOQWBx3iud-L4T-Bw973CP9udcAyRkGCLf3KRkCA_NCR0=


#02 マルチスケールモデリングが航空宇宙用シアネートエ
ステル樹脂の熱・機械的特性最適化に寄与

概要

本研究では、マルチスケールプロセスモデリングを応用し、高性能シアネートエステ
ル樹脂の構造・特性・加工の関係性を詳細に解明しました。このアプローチにより、
航空宇宙構造に不可欠な優れた機械的特性、熱安定性、寸法安定性を持つ材料の挙動

が予測可能です。材料のマイクロスケールからマクロスケールまでの特性進化を理解
することで、最適な材料設計と製造プロセス条件を特定し、複合材料の性能向上に貢
献します。これにより、航空宇宙分野における次世代複合材料の開発が加速されま

す。

公開日 2026年08月13日  ChemRxiv  国際



詳細

主要成果

最新の研究では、マルチスケールプロセスモデリングが、高性能シアネートエステル樹
脂の構造-特性-加工の関係を深く理解するための効果的なツールであることが示されま
した。このモデルは、材料の組成、微細構造、および加工条件が最終的な機械的特性、
熱安定性、寸法安定性にどのように影響するかを正確に予測することを可能にします。
これにより、特に航空宇宙産業で要求される厳しい性能基準を満たす複合材料の設計と
最適化が大幅に加速されます。

技術詳細

シアネートエステル複合材料は、その優れた強度重量比、高いガラス転移温度（Tg）、
低誘電率、および耐湿性から、航空宇宙構造において広く採用されています。本研究で
用いられたマルチスケールモデリングアプローチは、分子レベルの相互作用から始ま
り、中間相の挙動を経て、最終的なバルク材料の特性に至るまで、材料の進化を包括的
に捉えます。これにより、硬化プロセス中の熱・機械的挙動の変化や、異なる層構造が
材料性能に与える影響などを精密にシミュレートできます。この詳細な理解は、材料の
欠陥を最小限に抑え、均一な高性能複合材料を製造するための最適な加工パラメーター
を特定する上で不可欠です。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃料効率の向上と安全性の確保のため、より軽量で高性能な材料が
常に求められています。シアネートエステル樹脂は、エポキシ樹脂よりも高い耐熱性と
耐湿性を提供できるため、次世代の航空機や宇宙船の構造部品に特に有望視されていま
す。しかし、これらの材料の複雑な硬化プロセスとそれに伴う特性変化を予測すること
は、これまで大きな課題でした。マルチスケールモデリングは、このギャップを埋め、
実験的手法に加えて、より効率的かつコスト効果の高い材料開発パスを提供します。



今後の展望

このマルチスケールプロセスモデリングの進展は、シアネートエステル樹脂だけでな
く、他の高性能ポリマー複合材料の設計・製造にも応用される可能性を秘めています。
将来的に、この技術は、材料の仮想プロトタイピングと性能予測を標準化し、新材料の
市場投入までの時間を大幅に短縮するでしょう。これにより、航空宇宙、自動車、電子
機器など、多岐にわたる産業分野において、革新的な高性能複合材料の開発がさらに加
速されることが期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/toc/chemrxiv/2026/0813

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/toc/chemrxiv/2026/0813


#03 3Dプリンティング向け高性能エンジニアリングフィ
ラメント市場がPETGからPCまで多様化、Polymaker新製
品も登場

概要

2026年の3Dプリンティング市場では、PETGからポリカーボネート（PC）まで、耐久

性と機能性が求められる幅広いエンジニアリングフィラメントが注目を集めていま
す。このガイドでは、PETG、PCTG、ABS、ASA、ナイロン、PC、カーボンファイバー
強化複合材といった主要材料の特性（強度、耐熱性、UV耐性、耐薬品性）と、それぞ

れの3Dプリンターハードウェア要件を詳細に解説しています。特にPolymaker PolyLite

ABSのような新製品の登場は、材料選択の幅を広げ、産業用途における3Dプリンティ
ングの可能性を拡大しています。これにより、ユーザーは特定のアプリケーションに

最適な材料をより効果的に選択できるようになります。

公開日 2026年08月19日  All3DP  アメリカ



詳細

主要成果

2026年現在、3Dプリンティング分野では、耐久性と特定の機能が求められる用途向け
に、PETGからポリカーボネート（PC）に至るまで、多岐にわたる高性能エンジニアリ
ングフィラメントが市場に提供されています。特に、Polymakerが新たに投入した
PolyLite ABSのような製品は、優れた機械的特性と加工性を兼ね備え、産業用3Dプリン
ティングの可能性をさらに広げています。

技術詳細

本ガイドでは、PETG、PCTG、ABS、ASA、ナイロン、PC、そしてカーボンファイバー
強化複合材など、主要なエンジニアリングフィラメントの特性を詳細に比較分析してい
ます。例えば、PETGはその印刷の容易さと優れた靭性で知られ、PCTGはPETGよりも高
い耐熱性と耐薬品性を提供します。ABSは高い強度と耐熱性を持ちますが、反りやす
く、ASAはABSの特性に加え、優れたUV耐性を提供します。ナイロンは柔軟性と耐摩耗
性に優れ、PCは最高の耐衝撃性と耐熱性を誇ります。カーボンファイバー強化複合材
は、これらのポリマーにさらなる剛性と軽量性をもたらします。各材料には、適切な造
形環境（加熱ベッド、エンクロージャーなど）やノズル温度といった特定の3Dプリンタ
ーハードウェア要件が存在し、これらを遵守することで最適な結果が得られます。

背景・業界文脈

3Dプリンティングは、試作から最終部品製造へとその適用範囲を拡大しており、それに
伴い、使用される材料に対する要求も高度化しています。特に航空宇宙、自動車、医療
機器、産業機械などの分野では、従来の製造プロセスでは実現が難しかった複雑な形状
や軽量構造、そして過酷な環境に耐えうる部品が求められています。エンジニアリング
フィラメントの多様化は、こうした産業のニーズに応えるものであり、より高性能でカ
スタマイズされたソリューションを提供する上で不可欠です。



今後の展望

エンジニアリングフィラメント市場は今後も成長を続け、新たな材料や複合材の開発が
進むことで、3Dプリンティングの応用範囲はさらに拡大するでしょう。材料メーカー
は、強度、耐熱性、耐薬品性といった基本的な特性の向上に加え、導電性、自己修復
性、生体適合性など、より高度な機能を持つフィラメントの開発にも注力しています。
このような進歩は、3Dプリンティングが製造業における革新的なツールとしての地位を
確固たるものにし、設計と生産の新たな可能性を開くことになります。

元記事: https://3dprinting.com/filament/engineering-filaments/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dprinting.com/filament/engineering-filaments/


#04 多層CNT分散による高性能エポキシ・シアネートエス
テル樹脂が航空宇宙の熱・構造要件を強化

概要

航空宇宙分野では、単なる低熱伝導率を超えた材料特性が要求されており、多層カー
ボンナノチューブ（CNT）を高熱エポキシ樹脂やシアネートエステル樹脂に分散させ
る研究が進んでいます。この技術により、材料の機械的強度、熱伝導率、および耐熱

性が大幅に向上し、厳しい航空宇宙構造の要件を満たす可能性が示されました。特
に、CNTの均一な分散は、材料の全体的な性能を最適化し、軽量でありながら高い信
頼性を持つ部品の実現に貢献します。このブレークスルーは、次世代の航空宇宙材料

設計に新たな道を開くものです。

公開日 2026年08月13日  Facebook (Advanced Polymer Composites)  国際



詳細

主要成果

航空宇宙分野における材料研究の最新動向として、多層カーボンナノチューブ（CNT）
を高熱エポキシ樹脂およびシアネートエステル樹脂に効果的に分散させることで、複合
材料の性能が飛躍的に向上することが報告されました。この技術は、航空宇宙構造に求
められる単なる低熱伝導率以上の、複合的な熱的・機械的特性要件を満たす上で極めて
重要です。

技術詳細

本研究では、エポキシ樹脂やシアネートエステル樹脂といった高耐熱性ポリマーマトリ
ックスに、多層CNTを均一に分散させる手法が探求されました。CNTは、その優れた機
械的強度、高い熱伝導率、および低密度により、複合材料の強化材として理想的です。
特に、航空宇宙用途では、軽量でありながら高い剛性、耐熱性、そして優れた寸法安定
性が求められます。CNTを分散させることで、樹脂の内部応力分布が改善され、亀裂進
展に対する抵抗力が増強されます。さらに、CNTネットワークが形成されることによ
り、熱伝導経路が効率化され、材料全体の熱マネジメント能力が向上します。これによ
り、過酷な温度変化や高い応力に晒される航空宇宙部品の信頼性が向上します。

背景・業界文脈

航空宇宙産業は、常に軽量化と高性能化を追求しており、これらを両立させるために先
進複合材料の開発が不可欠です。従来の材料では、熱管理や構造的完全性の面で限界が
あり、特に超音速飛行や宇宙空間での極端な温度変動に耐える能力が課題でした。CNT

をベースとした複合材料は、これらの課題を克服し、燃料効率の向上と機体寿命の延長
に貢献する可能性を秘めています。



今後の展望

多層CNTを分散させた高機能樹脂の開発は、航空宇宙分野における次世代材料の基盤と
なる可能性を秘めています。この技術は、航空機の構造部品、宇宙船の熱シールド、高
機能センサーの筐体など、幅広い用途に応用可能です。今後は、CNTの分散技術のさら
なる最適化、製造プロセスのスケーラビリティの検証、および長期的な信頼性評価が鍵
となります。これにより、より安全で高性能、かつ経済的な航空宇宙システムの実現に
貢献することが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/61574858680046/posts/aerospace-needs-more-than-low-thermal-

conductivitya-study-published-online-on-au/122191806854828622/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/61574858680046/posts/aerospace-needs-more-than-low-thermal-conductivitya-study-published-online-on-au/122191806854828622/
https://www.facebook.com/61574858680046/posts/aerospace-needs-more-than-low-thermal-conductivitya-study-published-online-on-au/122191806854828622/


#05 ビスフェノールA改質SiO2/エポキシ複合材料が超低
熱膨張・高Tg・熱衝撃安定性を両立しパワーデバイス封止
に革新

概要

次世代パワーデバイスパッケージング向けに、ビスフェノールA（BPA）で表面改質さ

れたシリカ（SiO2）を組み込んだエポキシ複合材料が開発され、超低熱膨張率
（CTE）25.81 × 10–6/°C、高ガラス転移温度（Tg）205.6°C、優れた熱衝撃安定性を同
時に達成しました。この革新的な材料は、二官能性および三官能性エポキシ樹脂のブ

レンドと相乗的な材料設計戦略によって実現され、パワーデバイスの信頼性と長寿命
化に大きく貢献します。この成果は、高密度化・高出力化が進むパワーエレクトロニ
クス分野において、実用的な高信頼性封止材ソリューションを提供します。

公開日 2026年08月15日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

次世代パワーデバイスパッケージングの厳しい要件を満たすため、ビスフェノールA

（BPA）を分子修飾したシリカ（SiO2）を充填剤として用いたエポキシ複合材料が開発
されました。この材料は、205.6°Cという非常に高いガラス転移温度（Tg）と、25.81 ×

10–6/°Cという極めて低い熱膨張率（CTE）を同時に達成し、さらに優れた熱衝撃安定性
を示します。この革新的なブレークスルーは、高信頼性のパワーデバイス封止材として
の実用的な戦略を提供するものです。

技術詳細

この高性能エポキシ複合材料の鍵は、BPAベースの分子で表面改質されたSiO2フィラー
と、二官能性および三官能性エポキシ樹脂を精密にブレンドする相乗的な材料設計戦略
にあります。BPA改質SiO2は、エポキシマトリックスとの界面接着性を大幅に向上さ
せ、熱膨張の異方性を抑制します。二官能性エポキシは良好な流動性と加工性を提供
し、三官能性エポキシは架橋密度を高めて高いTgと機械的強度に寄与します。これらの
組み合わせにより、従来の材料では困難であった、高Tg、低CTE、および熱衝撃安定性
の同時達成が可能になりました。Tg 205.6°C、CTE 25.81 × 10–6/°Cという数値は、パワ
ーデバイスの動作温度範囲と信頼性保証において非常に有利な特性です。

背景・業界文脈

電気自動車、再生可能エネルギーシステム、産業用電力変換器など、現代のパワーエレ
クトロニクスは、より高い電力密度、効率、および信頼性を追求しています。これによ
り、パワーデバイスはより高温で動作し、熱サイクルや熱衝撃に晒される頻度が増加し
ています。デバイスパッケージングに使用される封止材は、これらの過酷な条件下で半
導体チップを保護し、性能を維持するために、低熱膨張、高耐熱性、そして熱衝撃への
優れた耐性が不可欠です。従来の封止材では、これらの要求全てを満たすことが困難で
あり、信頼性の低下や製品寿命の短縮が課題となっていました。



今後の展望

このBPA改質SiO2/エポキシ複合材料の開発は、パワーデバイスパッケージング技術に大
きな進歩をもたらします。これにより、次世代のSiC（炭化ケイ素）やGaN（窒化ガリ
ウム）パワー半導体デバイスの性能と信頼性を最大限に引き出すことが可能になりま
す。将来的には、この技術は、より小型で高出力、かつ長寿命のパワーモジュールの実
現に貢献し、電気自動車の航続距離延長、再生可能エネルギーシステムの効率向上、そ
して産業機器の耐久性向上など、幅広い分野でのイノベーションを加速させるでしょ
う。さらに、この材料設計戦略は、他の高性能電子パッケージング材料の開発にも応用
できる可能性を秘めています。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQHFm7VOLbRFI_9s5J9rEh8nPrasC322bacY2EVUZV1ikaEhZugQgGKNn7JKYKC5QB_BJnTFwST0rR

6rF9bjiUNcd9D-

OUoJnn0adwVi1ka5uUexbkIQ1sbHxzmrL70Hs0P78hCaWRXg9NbBtJHZ6ukEgJY6gQ5XRQEKR5KwWtPpNwmk4

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHFm7VOLbRFI_9s5J9rEh8nPrasC322bacY2EVUZV1ikaEhZugQgGKNn7JKYKC5QB_BJnTFwST0rRrTiJpCQ61jxQMTwRl2EupwBOQYm2LFC2-6rF9bjiUNcd9D-OUoJnn0adwVi1ka5uUexbkIQ1sbHxzmrL70Hs0P78hCaWRXg9NbBtJHZ6ukEgJY6gQ5XRQEKR5KwWtPpNwmk4IMEysL8w==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHFm7VOLbRFI_9s5J9rEh8nPrasC322bacY2EVUZV1ikaEhZugQgGKNn7JKYKC5QB_BJnTFwST0rRrTiJpCQ61jxQMTwRl2EupwBOQYm2LFC2-6rF9bjiUNcd9D-OUoJnn0adwVi1ka5uUexbkIQ1sbHxzmrL70Hs0P78hCaWRXg9NbBtJHZ6ukEgJY6gQ5XRQEKR5KwWtPpNwmk4IMEysL8w==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHFm7VOLbRFI_9s5J9rEh8nPrasC322bacY2EVUZV1ikaEhZugQgGKNn7JKYKC5QB_BJnTFwST0rRrTiJpCQ61jxQMTwRl2EupwBOQYm2LFC2-6rF9bjiUNcd9D-OUoJnn0adwVi1ka5uUexbkIQ1sbHxzmrL70Hs0P78hCaWRXg9NbBtJHZ6ukEgJY6gQ5XRQEKR5KwWtPpNwmk4IMEysL8w==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHFm7VOLbRFI_9s5J9rEh8nPrasC322bacY2EVUZV1ikaEhZugQgGKNn7JKYKC5QB_BJnTFwST0rRrTiJpCQ61jxQMTwRl2EupwBOQYm2LFC2-6rF9bjiUNcd9D-OUoJnn0adwVi1ka5uUexbkIQ1sbHxzmrL70Hs0P78hCaWRXg9NbBtJHZ6ukEgJY6gQ5XRQEKR5KwWtPpNwmk4IMEysL8w==


#07 Z-Polymers、炭素繊維を超える耐熱性とレーダー透
過性を持つ航空宇宙・ドローン用独自ポリマー
「Tullomer」を開発

概要

Z-Polymers社は、航空宇宙およびドローン用途向けに、炭素繊維の性能を上回る革新

的なポリマー「Tullomer」を開発しました。この独自材料は、高い熱性能、優れたレ
ーダー透過性、極めて強靭な特性、そして耐火性を兼ね備えています。Tullomerは、
ケブラーを超える繊維特性を持ち、3Dプリンティングを含む多様な製造プロセスに適

用可能です。これにより、製造業のイノベーションが促進され、特に高性能が要求さ
れる分野での材料選択に新たな選択肢を提供します。

公開日 2026年08月18日  Manufacturing Dive  アメリカ



詳細

主要成果

Z-Polymers社は、航空宇宙およびドローン産業に革命をもたらす可能性を秘めた独自の
ポリマー「Tullomer」を開発しました。この新素材は、炭素繊維よりも優れた熱性能と
レーダー透過性を持ち、非常に強靭で耐火性に優れているという画期的な特性を兼ね備
えています。Tullomerは、ケブラーに匹敵するかそれ以上の性能を発揮する繊維とし
て、幅広い製造用途での利用が期待されています。

技術詳細

Tullomerは、Z-Polymers社が独自に開発した高分子構造を基盤としており、分子レベル
での精密な設計により、従来の高性能材料が持つ限界を克服しています。具体的には、
炭素繊維が持つ高い強度と剛性を維持しつつ、熱膨張率の低減と、より高い使用温度範
囲を実現しています。さらに、レーダー透過性に優れるため、ステルス性や通信機器の
性能向上に貢献できます。その強靭性と耐火性は、ドローンや航空機の構造部品におい
て、より高い安全性と耐久性を提供します。Tullomerは繊維形態での利用を想定してお
り、3Dプリンティングや複合材料の製造など、様々な積層造形技術に適用可能です。

背景・業界文脈

現代の製造業、特に航空宇宙や防衛分野では、軽量化、高性能化、そして極限環境下で
の信頼性が常に求められています。従来の材料、例えば炭素繊維は多くの点で優れてい
ますが、特定の熱環境下での性能やレーダー吸収特性において、依然として課題があり
ました。Z-PolymersのMike Zimmerman CEOが指摘するように、新しい材料の開発が製
造業のイノベーションの鍵であり、Tullomerのようなブレークスルーは、これらの既存
のギャップを埋めるものです。



今後の展望

Tullomerポリマーの登場は、ドローン、航空機、そして宇宙船の設計と製造に大きな影
響を与える可能性があります。この素材が持つ独自の特性は、より高性能なセンサーの
統合、軽量化による燃料効率の向上、そしてより高い安全性基準の達成に貢献するでし
ょう。将来的には、Tullomerは航空宇宙産業だけでなく、自動車、スポーツ用品、保護
具など、強靭性、軽量性、耐熱性が求められる他の多くの産業分野にも応用が拡大する
可能性を秘めています。製造プロセスの柔軟性も兼ね備えているため、幅広い製品への
迅速な展開が期待されます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEfGG84HxnTI_khrhp9-

mRY1QXvY1whwbJG6ewGWiYDmcrBSRYk2M_UgZd4x_dBAcm41vd90BvAuweSBv6cUrTHSKwZOIlkx12teIn2hVxz

LXV0H9aLLuD4HMER0eEPWWPniEPeDW1j0AQxVn3NUxWZCTQ530oX9Jguh-

lLkdtWdf6kpj1ULReM0M7MVrPA68JLMvPCsRTx1djlA==

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEfGG84HxnTI_khrhp9-mRY1QXvY1whwbJG6ewGWiYDmcrBSRYk2M_UgZd4x_dBAcm41vd90BvAuweSBv6cUrTHSKwZOIlkx12teIn2hVxzwJFyp8_6EZV173gizb9yNYIBi9ob67aq-LXV0H9aLLuD4HMER0eEPWWPniEPeDW1j0AQxVn3NUxWZCTQ530oX9Jguh-lLkdtWdf6kpj1ULReM0M7MVrPA68JLMvPCsRTx1djlA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEfGG84HxnTI_khrhp9-mRY1QXvY1whwbJG6ewGWiYDmcrBSRYk2M_UgZd4x_dBAcm41vd90BvAuweSBv6cUrTHSKwZOIlkx12teIn2hVxzwJFyp8_6EZV173gizb9yNYIBi9ob67aq-LXV0H9aLLuD4HMER0eEPWWPniEPeDW1j0AQxVn3NUxWZCTQ530oX9Jguh-lLkdtWdf6kpj1ULReM0M7MVrPA68JLMvPCsRTx1djlA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEfGG84HxnTI_khrhp9-mRY1QXvY1whwbJG6ewGWiYDmcrBSRYk2M_UgZd4x_dBAcm41vd90BvAuweSBv6cUrTHSKwZOIlkx12teIn2hVxzwJFyp8_6EZV173gizb9yNYIBi9ob67aq-LXV0H9aLLuD4HMER0eEPWWPniEPeDW1j0AQxVn3NUxWZCTQ530oX9Jguh-lLkdtWdf6kpj1ULReM0M7MVrPA68JLMvPCsRTx1djlA==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQEfGG84HxnTI_khrhp9-mRY1QXvY1whwbJG6ewGWiYDmcrBSRYk2M_UgZd4x_dBAcm41vd90BvAuweSBv6cUrTHSKwZOIlkx12teIn2hVxzwJFyp8_6EZV173gizb9yNYIBi9ob67aq-LXV0H9aLLuD4HMER0eEPWWPniEPeDW1j0AQxVn3NUxWZCTQ530oX9Jguh-lLkdtWdf6kpj1ULReM0M7MVrPA68JLMvPCsRTx1djlA==


#08 シンガポールNUSとA*STAR、2,200万シンガポール
ドルを投じ植物由来高性能ポリマー研究「SG Bio-
SPRINT」始動

概要

シンガポール国立大学（NUS）と科学技術研究庁（A*STAR）は、国家研究・イノベー

ション・エンタープライズ（RIE）2025マスタープランに基づき、総額2,200万シンガ
ポールドルの研究助成金を受けて、植物由来の高性能ポリマーに関する「SG Bio-

SPRINT」プログラムを開始しました。この大規模な取り組みは、リグノセルロース系

バイオマスを石油化学製品の代替原料として活用し、環境に優しく持続可能な高性能
ポリマーを開発することを目指しています。本プログラムは、シンガポールのバイオ
製造業を強化し、循環型経済の実現に貢献する戦略的な動きです。

公開日 2026年08月17日  Mirage News  シンガポール



詳細

主要成果

シンガポール国立大学（NUS）と科学技術研究庁（A*STAR）は、シンガポール政府の
「国家研究・イノベーション・エンタープライズ（RIE）2025マスタープラン」の一環
として、2,200万シンガポールドル（約2,400万米ドル）の研究助成金を得て、「SG Bio-

SPRINT」プログラムを立ち上げました。このプログラムは、植物由来の資源から高性能
で持続可能なポリマーを開発することに焦点を当てた最先端の研究であり、バイオ製造
分野におけるシンガポールの地位を強化することを目的としています。

技術詳細

SG Bio-SPRINTプログラムの核心は、リグノセルロース系バイオマス、例えば農業廃棄
物や木質バイオマスを、石油化学製品の代替となる高価値な化学品やポリマーの原料と
して利用することにあります。研究者たちは、酵素分解、触媒変換、精密重合といった
高度なバイオケミカルおよび材料科学的手法を統合し、バイオマスからモノマーを抽出
し、これらを高性能ポリマーへと変換します。開発されるポリマーは、従来の石油由来
ポリマーに匹敵する、あるいはそれを上回る機械的強度、熱安定性、およびその他の機
能特性を持つことが期待されます。目標は、より環境負荷の低い製造プロセスで、持続
可能なサプライチェーンを構築することです。

背景・業界文脈

世界中でプラスチック汚染問題が深刻化し、化石燃料への依存を減らす必要性が高まる
中、バイオベースポリマーへの関心が高まっています。シンガポールは、限られた天然
資源の中で、持続可能な製造業と循環型経済の推進を国家戦略として掲げています。SG

Bio-SPRINTは、この戦略の中核をなすものであり、シンガポールがバイオ製造ハブとし
ての競争力を高めると同時に、地球規模の環境課題に対するソリューション提供者とし
ての役割を果たすことを目指しています。このプログラムは、学術機関と産業界が連携
し、バイオ製造エコシステムを構築するモデルとしても注目されます。



今後の展望

SG Bio-SPRINTプログラムから生み出される研究成果は、新たなバイオベースポリマー
製品の開発を加速させ、包装、自動車、電子機器、医療など、幅広い産業分野での応用
が期待されます。例えば、生分解性プラスチック、耐久性の高いバイオ複合材料、また
は特定の機能を持つ特殊ポリマーなどが挙げられます。このプログラムは、シンガポー
ルの研究エコシステムを強化し、国内外の企業との協力を通じて、新技術の商業化を促
進するでしょう。長期的には、石油化学製品への依存を減らし、より持続可能で環境に
優しい未来社会の実現に貢献する画期的なイノベーションとなることが期待されます。

元記事: https://www.miragenews.com/nus-astar-launch-22m-sg-bio-sprint-for-plant-1728166/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/nus-astar-launch-22m-sg-bio-sprint-for-plant-1728166/


#09 光硬化3Dプリンティング技術SLA・DLP・LCD・
CLIP・MJPを徹底解説、歯科・医療・航空宇宙分野で精密
部品製造を革新

概要

光硬化3Dプリンティングは、液体感光性樹脂を光で層ごとに硬化させる高精度の積層

造形法であり、SLA、DLP、LCD、CLIP、MJPといった主要技術が発展しています。こ
れらの技術はそれぞれ独自の強みと限界を持ちながら、歯科、医療、航空宇宙、自動
車、宝飾品など、高詳細または大型部品の製造において革新的なソリューションを提

供しています。特に、微細な造形能力と滑らかな表面仕上げは、機能試作から最終製
品製造まで、幅広い要求に応えることを可能にしています。これにより、製品開発の
スピードアップと、複雑な設計の実現が促進されています。

公開日 2026年08月20日  All3DP  国際



詳細

主要成果

光硬化3Dプリンティング技術は、液体感光性樹脂を光の照射によって層ごとに硬化させ
ることで、極めて高精度な三次元部品を製造する積層造形法として進化を遂げていま
す。 SLA (Stereolithography)、 DLP (Digital Light Processing)、 LCD (Liquid Crystal

Display) 、 CLIP (Continuous Liquid Interface Production) 、 MJP (Material Jetting

Photopolymer) など、多様な主要技術が登場し、それぞれが特定の用途において独自の
優位性を提供しています。

技術詳細

SLA (Stereolithography): 紫外線レーザーを用いて液体の光硬化性樹脂を硬化させま
す。非常に高い解像度と滑らかな表面仕上げが得られるため、精密なプロトタイピン
グや複雑な医療モデルの作成に適しています。

DLP (Digital Light Processing): プロジェクターから投影されるデジタル画像を一層
全体に照射し、一度に硬化させます。SLAよりも高速な造形が可能で、中～大規模の
部品製造に効率的です。

LCD (Liquid Crystal Display): LCDスクリーンを光源として利用し、DLPと同様に一
層全体を一度に露光します。コスト効率が高く、パーソナルユースや小規模製造での
普及が進んでいます。

CLIP (Continuous Liquid Interface Production): 光透過性の酸素透過膜を介して光
を連続的に照射することで、層状構造ではなく連続的に造形物を引き上げる技術で
す。これにより、造形速度が大幅に向上し、等方性の高い部品が得られます。

MJP (Material Jetting Photopolymer): インクジェットヘッドを用いて感光性樹脂
を液滴として噴射し、紫外線ランプで硬化させます。複数の材料を同時に使用でき、
異なる硬度や色の部品を一度に造形することが可能です。

これらの技術は、それぞれ造形速度、解像度、材料選択の幅において異なる特性を持ち
ますが、共通して微細なディテール再現性と滑らかな表面品質を提供します。



背景・業界文脈

高精度で複雑な形状を持つ部品の製造は、歯科（インプラントガイド、義歯）、医療
（手術モデル、補聴器）、航空宇宙（軽量構造部品）、自動車（機能試作部品）、宝飾
品（原型モデル）など、多くの産業分野で不可欠です。従来の製造プロセスでは、これ
らの要件を満たすためには高いコストと長いリードタイムが必要でした。光硬化3Dプリ
ンティング技術は、これらの課題を解決し、設計の自由度を最大化し、カスタマイズさ
れた製品を迅速かつコスト効率よく生産する能力を提供することで、これらの産業に大
きな変革をもたらしています。

今後の展望

光硬化3Dプリンティング市場は、材料科学の進歩と装置の改良により、今後も急速に拡
大すると予測されます。より高機能な樹脂材料（例えば、生体適合性、耐熱性、耐薬品
性に優れたもの）の開発や、造形速度と解像度をさらに向上させる技術革新が進むでし
ょう。また、AIや自動化技術との融合により、製造プロセスのさらなる効率化と品質向
上が期待されます。これらの進化は、光硬化3Dプリンティングが、試作から最終製品製
造に至るまで、より広範な産業で中心的な役割を果たすことを確実なものとします。

元記事: https://www.aident3d.com/info/photopolymerization-3d-printing-technologies-103622748.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.aident3d.com/info/photopolymerization-3d-printing-technologies-103622748.html


#10 SABIC、スマートフォン中間フレーム向け非導電性
PVD対応PEI樹脂「Ultem DU762」を発表し金属代替を促
進

概要

SABICは、スマートフォンの中間フレーム用途向けに、金属代替を実現する特殊熱可塑

性樹脂「Ultem DU762」を発表しました。この新規ポリエーテルイミド（PEI）ベース
のグレードは、非導電性物理蒸着（PVD）スパッタリングプロセスに対応し、デバイ
スに高光沢の金属表面外観をもたらします。優れた耐薬品性、軽量性、強度と延性の

バランスを兼ね備えることで、製造効率とデザインの柔軟性を向上させます。これに
より、SABICは、モバイルデバイスの性能とデザインの境界を押し広げる、より持続可
能で高性能なソリューションを提供します。

公開日 2026年08月18日  Plastech.biz  ポーランド



詳細

主要成果

SABICは、スマートフォンの中間フレームに金属の代替品として使用できる革新的な特
殊熱可塑性樹脂「Ultem DU762」を発表しました。このポリエーテルイミド（PEI）ベ
ースの新しい樹脂は、非導電性物理蒸着（PVD）スパッタリングプロセスに完全に適合
し、デバイスに高級感のある高光沢金属外観を与えることを可能にします。これは、軽
量化とデザインの自由度を両立させることで、モバイルデバイス業界に大きな進歩をも
たらします。

技術詳細

Ultem DU762樹脂は、その卓越した特性により、スマートフォン中間フレームの金属代
替を実現します。この材料は、優れた耐薬品性、軽量性、および強度と延性のバランス
を兼ね備えています。特に重要なのは、その非導電性PVDスパッタリングプロセスへの
対応能力です。これにより、樹脂製の部品表面に直接、高光沢の金属膜を形成すること
ができ、従来の金属加工やメッキプロセスに比べて、より効率的で環境負荷の低い製造
が可能になります。PEIは、高温下での寸法安定性も高く、複雑な形状の部品製造にも
適しています。この特性の組み合わせは、今日のスマートフォンが要求する厳しい環境
（落下衝撃、化学物質露出、熱サイクル）での耐久性を確保します。

背景・業界文脈

スマートフォン市場は、より薄く、軽く、より高性能なデバイスを常に求めています。
金属は強度と外観の点で優れていますが、重量、電波透過性の問題、および複雑な加工
コストが課題となっていました。そこで、プラスチック材料による金属代替は、デザイ
ンの自由度を高め、部品点数を削減し、製造コストを低減する上で重要な戦略となって
います。SABICのUltem DU762は、これらの課題を解決し、デザインの柔軟性を維持し
つつ、高い信頼性と美しい外観をスマートフォンに提供します。



今後の展望

Ultem DU762の登場は、スマートフォン設計の新たな可能性を開きます。この材料は、
中間フレームだけでなく、デバイスの他の構造部品や、同様に軽量化と金属代替が求め
られるポータブル電子機器、ウェアラブルデバイスなど、幅広い分野での応用が期待さ
れます。SABICは、この技術を通じて、製造プロセスの簡素化と効率化を促進し、より
持続可能な材料ソリューションを提供することで、電子機器業界のイノベーションを牽
引していくでしょう。将来的には、より高度な機能性や環境性能を持つUltem樹脂の開
発も進められ、市場のニーズに合わせた製品ポートフォリオの拡大が期待されます。

元記事: https://www.plastech.pl/en/news/sabic-introduces-pvd-capable-ultem-resin-for-smartphones-

22620

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.plastech.pl/en/news/sabic-introduces-pvd-capable-ultem-resin-for-smartphones-22620
https://www.plastech.pl/en/news/sabic-introduces-pvd-capable-ultem-resin-for-smartphones-22620


#12 BPAベースのPC・エポキシ樹脂が現代産業の基盤を強
化、リサイクル技術と製造効率向上で持続可能性を追求

概要

ポリカーボネート樹脂とエポキシ樹脂は、ビスフェノールA（BPA）を基本構成要素と
する高性能材料として、現代産業の強固な基盤を形成しています。これらの樹脂は、
優れた透明性、強度、耐熱性、耐久性を提供し、車両、医療機器、電子機器などの先

進的な製品に不可欠です。業界は、これらの材料の持続可能性を高めるため、リサイ
クル技術の改善とエネルギー効率の高い製造プロセスの開発に積極的に取り組んでい
ます。これにより、BPAベースの材料は、その性能を維持しつつ、環境への影響を低

減する方向へと進化しています。

公開日 2026年08月14日  Facts About BPA  アメリカ



詳細

主要成果

ポリカーボネート樹脂とエポキシ樹脂は、ビスフェノールA（BPA）をビルディングブ
ロック化学品として使用する高性能材料であり、現代産業の多様な分野において不可欠
な役割を果たしています。これらの樹脂は、その卓越した透明性、機械的強度、耐熱
性、そして耐久性によって、車両、医療機器、電子機器などの先進製品の性能と信頼性
を支えています。同時に、業界はこれらの材料のライフサイクル全体での持続可能性を
高めるため、リサイクル技術の改善とエネルギー効率の高い製造方法の開発に注力して
います。

技術詳細

ポリカーボネートは、その高い透明性、優れた耐衝撃性、および良好な耐熱性により、
自動車のヘッドライトレンズ、CD/DVD、スマートフォンの筐体、医療用器具などに広
く利用されています。一方、エポキシ樹脂は、強力な接着特性、電気絶縁性、耐薬品
性、および耐熱性から、塗料、接着剤、複合材料（例えば、航空宇宙産業のFRP）、電
子回路基板などに不可欠な材料です。BPAは、これらのポリマーの安定性と高性能を付
与する上で重要な役割を果たします。現在、製造プロセスにおいては、エネルギー消費
の最適化や廃棄物削減、さらに高度な機械的・化学的リサイクル技術の導入により、こ
れらの材料の環境フットプリントを低減する取り組みが進められています。

背景・業界文脈

現代社会は、より高性能で、軽量、そして耐久性のある製品を常に求めています。ポリ
カーボネートとエポキシ樹脂は、これらの要求を満たすために長年にわたり信頼されて
きた素材です。しかし、プラスチック汚染や資源枯渇といった地球規模の課題が顕在化
する中で、これらの材料の持続可能性に対する意識が高まっています。BPAに関する懸
念も過去に議論されてきましたが、業界は科学的根拠に基づき、製品の安全性と環境性
能の両面から改善努力を続けています。



今後の展望

BPAベースのポリカーボネートおよびエポキシ樹脂は、その優れた性能特性により、今
後も多くの産業分野で不可欠な材料であり続けるでしょう。将来的には、より効率的な
リサイクルプロセス（例えば、ケミカルリサイクルによるBPAの回収と再利用）、バイ
オベースBPAの開発、および環境負荷の低い製造技術のさらなる革新が進むことが期待
されます。これにより、これらの高性能材料は、性能と持続可能性を両立させながら、
次世代の技術革新を支える基盤材料として、その役割を強化していくでしょう。産業界
の連携と研究開発の加速が、これらの目標達成の鍵となります。

元記事: https://www.factsaboutbpa.org/blog/how-polycarbonate-plastics-and-epoxy-resins-help-

strengthen-the-backbone-of-modern-industry/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.factsaboutbpa.org/blog/how-polycarbonate-plastics-and-epoxy-resins-help-strengthen-the-backbone-of-modern-industry/
https://www.factsaboutbpa.org/blog/how-polycarbonate-plastics-and-epoxy-resins-help-strengthen-the-backbone-of-modern-industry/


#13 CarbonX、航空宇宙・医療向け高強度・高耐熱性の
3Dプリンティング用PEEK CF10熱可塑性樹脂を発表

概要

CarbonXは、3Dプリンティング市場向けに、カーボンファイバー強化ポリエーテルエ
ーテルケトン（PEEK CF10）熱可塑性樹脂を新たに発表しました。このPEEK CF10は、
極めて高い強度、剛性、優れた寸法安定性を持ち、高温環境下でも化学構造や機械的

機能を損なうことなく維持します。航空宇宙や医療用途など、特に厳しい環境での部
品製造に最適であり、高性能3Dプリンティング材料の新たなベンチマークを確立しま
す。これにより、複雑な機能部品の信頼性と耐久性が大幅に向上します。

公開日 2026年08月13日  3DXTECH  アメリカ



詳細

主要成果

CarbonXは、3Dプリンティング分野における高性能材料の需要に応え、炭素繊維強化ポ
リエーテルエーテルケトン（PEEK CF10）熱可塑性樹脂を新たに発売しました。この画
期的な材料は、卓越した強度、剛性、および寸法安定性を兼ね備え、特に高温環境下に
おいてもその化学的構造と機械的特性を維持できるため、航空宇宙や医療などの要求の
厳しい産業に新たな可能性をもたらします。

技術詳細

PEEK CF10は、従来のPEEK樹脂に10%の短炭素繊維を複合化することで、その機械的特
性をさらに向上させたものです。PEEKは、その高いガラス転移温度（Tg）と融点（約
343°C）、優れた耐薬品性、耐摩耗性、そして低吸湿性により、既に高性能ポリマーと
して知られています。炭素繊維の複合化により、PEEK CF10は非強化PEEKと比較して、
引張強度、曲げ強度、および弾性率が大幅に向上しています。また、熱膨張率の低減と
高温でのクリープ耐性の向上により、極限環境下での寸法安定性が格段に優れていま
す。これにより、航空宇宙分野における軽量構造部品、医療分野における滅菌可能な手
術器具、自動車分野におけるエンジンルーム部品など、高い信頼性と長寿命が求められ
るアプリケーションに理想的です。

背景・業界文脈

積層造形（3Dプリンティング）は、設計の自由度と製造の迅速性から、特に高性能が求
められる産業で急速に採用が進んでいます。しかし、汎用プラスチックでは、航空宇宙
や医療分野で必要とされる耐熱性、強度、耐久性といった厳しい要件を満たすことが困
難でした。PEEKのような高性能ポリマーの3Dプリンティングは、これらのギャップを
埋めるものであり、炭素繊維強化PEEKはさらに一歩進んだ解決策を提供します。これに
より、従来の金属部品を代替し、部品の軽量化と性能向上を両立させることが可能にな
ります。



今後の展望

CarbonX PEEK CF10の市場投入は、高性能3Dプリンティング材料の進化における重要な
マイルストーンとなります。この材料は、航空宇宙産業におけるプロトタイピングから
最終部品製造まで、医療機器におけるカスタムインプラントや器具、そして自動車産業
における軽量化部品など、広範な応用分野での採用が加速されるでしょう。今後、より
高度な炭素繊維配合や、他の高性能フィラーとの複合化により、さらに優れた特性を持
つ材料の開発が進むことが期待されます。これにより、3Dプリンティング技術は、極限
環境下での革新的な製品開発をさらに強力に推進するツールとなるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/3DXTECH/posts/exceptional-strength-stiffness-and-dimensional-

stability-being-one-of-the-highes/1684769446989174/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/3DXTECH/posts/exceptional-strength-stiffness-and-dimensional-stability-being-one-of-the-highes/1684769446989174/
https://www.facebook.com/3DXTECH/posts/exceptional-strength-stiffness-and-dimensional-stability-being-one-of-the-highes/1684769446989174/


#15 3Dプリンティング主要プロセスFDM・SLA・SLSを比
較解説、PLAからPEEKまで広範なポリマー材料に対応

概要

ポリマー3Dプリンティングの主要な3プロセス、FDM（熱溶解積層法）、SLA（光造形
法）、SLS（選択的レーザー焼結）が、その根本的に異なる造形方法と対応材料特性を
比較解説されています。FDMはPLA、PETG、ABS、ナイロン、PC、PEEKなど幅広いフ

ィラメントに対応し、SLAは微細な特徴と滑らかな表面を提供、SLSはナイロンPA12な
どの粉末で支持構造不要な部品製造を可能にします。これらの技術はそれぞれ独自の
強みと用途を持ち、試作から機能部品まで幅広いニーズに対応します。

公開日 2026年08月16日  ACS Material  アメリカ



詳細

主要成果

ポリマー3Dプリンティングにおける主要な3つのプロセス、FDM（熱溶解積層法）、
SLA（光造形法）、SLS（選択的レーザー焼結）は、それぞれフィラメントの溶解、液体
樹脂の光硬化、粉末層の融着という全く異なる原理に基づいて動作します。これらの技
術は、材料の特性、造形物の精度、表面仕上げ、および必要な後処理において明確な違
いがあり、ユーザーは用途に応じて最適なプロセスを選択できます。

技術詳細

FDM (Fused Deposition Modeling): 最も普及している3Dプリンティング技術で、熱
可塑性フィラメントを加熱して溶解し、ノズルから押し出しながら層状に積層しま
す。PLA (ポリ乳酸)、PETG (ポリエチレンテレフタレートグリコール)、ABS (アクリ
ロニトリルブタジエンスチレン)、ASA (アクリロニトリルスチレンアクリレート)、ナ
イロン、PC (ポリカーボネート)、さらにはPEEK (ポリエーテルエーテルケトン) とい
った広範な材料に対応します。比較的安価で操作が容易ですが、造形物の層が見えや
すく、表面が粗くなる傾向があります。

SLA (Stereolithography): 液体光硬化性樹脂に紫外線レーザーを照射し、層ごとに硬
化させる高精度な技術です。最も微細な特徴を再現でき、非常に滑らかな表面仕上げ
が得られるため、宝飾品、歯科、高精細プロトタイプなどに適しています。ただし、
使用できる材料は限られ、造形速度はFDMに劣ります。

SLS (Selective Laser Sintering): 粉末材料の層にレーザーを照射して粒子を融着させ
る技術です。ナイロンPA12などの粉末材料を使用し、造形中に未焼結の粉末が支持
構造の役割を果たすため、複雑な内部構造を持つ部品や可動部品を支持構造なしで製
造できます。造形物は均一な強度を持ちますが、表面はやや粗くなります。

背景・業界文脈

3Dプリンティング技術の進化は、製造業における設計、プロトタイピング、そして最終
製品の生産方法を根本から変えつつあります。各技術は、その特性に応じて特定の産業
ニーズに対応しており、例えばFDMは機能試作や治具製作に、SLAは高精度な医療モデ
ルや金型作成に、SLSは高強度で複雑な最終部品製造に利用されています。これらの技
術の比較理解は、コスト、時間、性能のバランスを最適化するために不可欠です。



今後の展望

FDM、SLA、SLSそれぞれの技術は、材料科学の進歩とハードウェアの改良により、今
後も進化を続けるでしょう。特に、各プロセスに対応する新たな高性能ポリマー材料の
開発、造形速度の向上、後処理の自動化、そして複合材プリンティング能力の拡大が期
待されます。これらの進歩は、3Dプリンティングがより多くの産業分野で、より複雑で
機能的な部品を、より効率的かつ経済的に製造するための主流技術となることを確実に
するでしょう。最終的には、設計から生産までのワークフロー全体がさらにシームレス
になり、製造業のイノベーションを加速させます。

元記事: https://www.acsmaterial.com/blog-detail/fdm-vs-sla-vs-sls-polymer-3d-printing.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.acsmaterial.com/blog-detail/fdm-vs-sla-vs-sls-polymer-3d-printing.html


#16 Anycubic、後処理不要で一層内カラーリング可能な
フルカラー樹脂3Dプリンティング特許を申請

概要

Anycubicが、後処理なしでフルカラー樹脂プリントを製造できる革新的な3Dプリンテ
ィングシステムに関する特許を申請しました。この技術は、薄いカラー層をビルド表
面またはリリースフィルムに直接堆積させ、その上に透明または半透明の光重合性材

料を露光することで、顔料と樹脂を同一プリント層内に統合します。これにより、従
来の樹脂交換方式では不可能だった、1層内の異なる領域に色を付ける「一層内カラー
リング」を実現します。この画期的な進歩は、デザインの自由度を飛躍的に高め、特

に医療モデルやコンシューマー製品の分野で大きな影響を与える可能性があります。

公開日 2026年08月20日  Fabbaloo  カナダ



詳細

主要成果

Anycubicは、後処理を必要とせずにフルカラー樹脂プリントを直接製造できる、画期的
な3Dプリンティングシステムに関する特許を申請しました。この革新的なアプローチ
は、従来の積層造形技術では困難だった「一層内での複数色表現」を可能にし、デザイ
ンの自由度と製品のリアリズムを飛躍的に向上させます。

技術詳細

この特許に記載されたシステムは、まず非常に薄いカラー層を、ビルド表面またはリリ
ースフィルム上に直接堆積させることから始まります。このカラー層は、個々のピクセ
ルまたは微小領域ごとに異なる色で配置されます。次に、その上から透明または半透明
の光重合性成形材料を供給し、通常の光硬化3Dプリンティングプロセスに従って、光で
層を露光します。このプロセスにより、顔料と樹脂が同じプリント層の一部として結合
され、後処理で色付けをする必要がなくなります。従来のフルカラー樹脂プリンティン
グが、複数の樹脂タンクを切り替えることで色を表現していたのに対し、Anycubicのこ
のシステムは、1層内の異なる領域に独立した色を付与できるため、より複雑で詳細な
カラーリングが可能となります。

背景・業界文脈

3Dプリンティング技術は急速に進化していますが、フルカラーでの造形は依然として課
題の多い分野です。特に、後処理なしで、かつ一層内で複数の色を表現できる技術は限
られていました。これは、医療分野における臓器モデルの忠実な再現や、コンシューマ
ー製品における複雑なデザインの実現において大きな制約となっていました。Anycubic

のこの特許は、これらの制約を打ち破り、よりリアルで機能的なカラー3Dプリントへの
道を拓くものです。



今後の展望

Anycubicが申請したこのフルカラー樹脂3Dプリンティング技術は、医療、教育、建
築、アート、コンシューマー製品など、幅広い分野で革命的な応用をもたらす可能性が
あります。例えば、手術前の準備のための高精度な臓器モデル、教育用のインタラクテ
ィブな教材、またはリアルな外観を持つカスタム製品の迅速な製造などが考えられま
す。この技術が商業化されれば、デザイナーやエンジニアは、これまで想像もできなか
ったような複雑でカラフルなオブジェクトを容易に具現化できるようになり、製品開発
プロセス全体に大きな影響を与えるでしょう。今後は、この技術のさらなる最適化と市
場導入に向けた動きが注目されます。

元記事: https://www.fabbaloo.com/news/anycubic-patent-explores-full-color-resin-3d-printing

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fabbaloo.com/news/anycubic-patent-explores-full-color-resin-3d-printing


#17 Formlabs、Form 4B/4BLプリンターでサードパーテ
ィ製歯科用樹脂を「オープンマテリアルモード」で利用可
能に

概要

Formlabsは、Form 4BおよびForm 4BLプリンター向けに「Open Material Mode

(OMM)」を導入し、サードパーティ製の歯科用光重合性樹脂の使用を可能にしまし
た。OMMの導入により、FormlabsのSLAプリンターでほとんどの385nmおよび405nm

の光重合性樹脂が利用可能となり、材料選択の柔軟性が大幅に向上します。この動き

は、歯科専門家が特定の臨床ニーズや既存のワークフローに合わせて、より幅広い材
料オプションから選択できるようになることを意味し、業界全体のイノベーションと
競争を促進します。

公開日 2026年08月14日  Formlabs  アメリカ



詳細

主要成果

Formlabsは、歯科向け3DプリンターであるForm 4BおよびForm 4BLにおいて、「Open

Material Mode (OMM)」を新たに提供開始しました。これにより、ユーザーはFormlabs
製の純正樹脂だけでなく、多様なサードパーティ製の歯科用光重合性樹脂をこれらの
SLAプリンターで使用できるようになり、材料選択の自由度が大幅に拡大します。

技術詳細

Open Material Mode（OMM）は、FormlabsのSLAプリンターが、385nmおよび405nm

の波長で硬化するほとんどの光重合性樹脂に対応することを可能にします。これによ
り、歯科ラボやクリニックは、既存の材料在庫を活用したり、特定の臨床的または審美
的な要件に最適な、より幅広い特性を持つ樹脂を選択したりできるようになります。
OMMは、プリンターのファームウェアとソフトウェアのアップデートを通じて提供さ
れ、ユーザーがサードパーティ製樹脂のプリント設定（露光時間、層の厚さ、硬化プロ
ファイルなど）を自由に調整できるようにします。これにより、材料の潜在能力を最大
限に引き出し、精度の高い歯科修復物、モデル、または外科用ガイドを製造することが
可能となります。

背景・業界文脈

歯科業界における3Dプリンティングの採用は急速に進んでおり、デジタルデンティスト
リーは補綴物、矯正器具、外科用ガイドなどの製造において不可欠なツールとなってい
ます。これまで、多くの3Dプリンターメーカーは、自社ブランドの材料にシステムを限
定することで、品質管理とサポートの容易さを図ってきました。しかし、これによりユ
ーザーは材料選択の自由が制限され、特定のアプリケーションに最適化された材料や、
コスト効率の高い代替品を利用できないという課題がありました。FormlabsのOMM導
入は、こうした業界のニーズに応えるものであり、オープンなエコシステムを推進する
大きな一歩と言えます。



今後の展望

Open Material Modeの導入は、歯科3Dプリンティング市場に大きな影響を与えるでし
ょう。材料サプライヤーは、Formlabsの広範なユーザーベースに向けて、自社の革新的
な歯科用樹脂を提供できるようになり、市場競争が活性化されます。これにより、材料
の性能向上、コスト削減、および新たな用途の開発が加速されることが期待されます。
歯科専門家は、より柔軟な材料選択肢を持つことで、患者ごとに最適化された治療ソリ
ューションを提供できるようになり、デジタルデンティストリーの可能性をさらに広げ
るでしょう。Formlabsのこの戦略は、同社のSLA技術の普及を促進し、業界全体のイノ
ベーションを後押しすると考えられます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGrfCJyPZiYmOZyeeeSJzC5rUCEFVbKn4frSt4lgOhHeJ1MZcjJNbfH8LndZHgxOjBh8hqhsIyuj7KRcV

UwQsD1vuiRE5iqh75HsVDPdsqWxMlYZnIWMdASVRre9c-

IKFWHmMN8DQ9eTDvgNgsYyw6pVjyoqPTU7V8==

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGrfCJyPZiYmOZyeeeSJzC5rUCEFVbKn4frSt4lgOhHeJ1MZcjJNbfH8LndZHgxOjBh8hqhsIyuj7KRcVwC7OAYrNioXyQVlM2OMu3d5vBvFwUU9Wm-UwQsD1vuiRE5iqh75HsVDPdsqWxMlYZnIWMdASVRre9c-IKFWHmMN8DQ9eTDvgNgsYyw6pVjyoqPTU7V8==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGrfCJyPZiYmOZyeeeSJzC5rUCEFVbKn4frSt4lgOhHeJ1MZcjJNbfH8LndZHgxOjBh8hqhsIyuj7KRcVwC7OAYrNioXyQVlM2OMu3d5vBvFwUU9Wm-UwQsD1vuiRE5iqh75HsVDPdsqWxMlYZnIWMdASVRre9c-IKFWHmMN8DQ9eTDvgNgsYyw6pVjyoqPTU7V8==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGrfCJyPZiYmOZyeeeSJzC5rUCEFVbKn4frSt4lgOhHeJ1MZcjJNbfH8LndZHgxOjBh8hqhsIyuj7KRcVwC7OAYrNioXyQVlM2OMu3d5vBvFwUU9Wm-UwQsD1vuiRE5iqh75HsVDPdsqWxMlYZnIWMdASVRre9c-IKFWHmMN8DQ9eTDvgNgsYyw6pVjyoqPTU7V8==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGrfCJyPZiYmOZyeeeSJzC5rUCEFVbKn4frSt4lgOhHeJ1MZcjJNbfH8LndZHgxOjBh8hqhsIyuj7KRcVwC7OAYrNioXyQVlM2OMu3d5vBvFwUU9Wm-UwQsD1vuiRE5iqh75HsVDPdsqWxMlYZnIWMdASVRre9c-IKFWHmMN8DQ9eTDvgNgsYyw6pVjyoqPTU7V8==


#18 新エネルギー車向けポリマー複合材バッテリーパッ
ク、高速成形・欠陥制御・デジタル製造で進化

概要

新エネルギー車（NEV）向けポリマー複合材バッテリーパック構造の最新技術レビュ
ーが公開され、高速成形、欠陥制御、デジタル製造における進展が包括的に示されま
した。熱可塑性複合材の効率的な製造、多材料接合、インラインモニタリング、そし

てリサイクル性が重要な焦点です。この技術革新は、Teijin Automotive Technologies

が開発する複合材バッテリーパックエンクロージャーなど、実用化への道を大きく開
くものです。自動車業界は、バッテリー安全性と軽量化要求の高まりに応えるため、

これらの複合材技術にますます注目しています。

公開日 2026年08月21日  MDPI  国際



詳細

主要成果

新エネルギー車（NEV）のバッテリーパック構造に用いられるポリマー複合材技術に関
する包括的なレビューが発表され、その成形技術、欠陥制御、デジタル製造における最
新の進展が詳細に分析されました。本レビューは、熱可塑性複合材の高速成形、異種材
料間の高度な接合、製造プロセスにおけるリアルタイムのインラインモニタリング、そ
して材料のリサイクル性に焦点を当てています。これにより、バッテリーパックの安全
性、性能、製造効率の劇的な向上が期待されます。

技術・臨床詳細

本レビューでは、特に熱可塑性複合材の特性が強調されています。熱可塑性複合材は、
従来の熱硬化性複合材に比べて成形サイクルが短く、再加熱による再成形が可能なた
め、製造プロセスの高速化とリサイクル性の向上に貢献します。例えば、Teijin
Automotive Technologiesは、既に複合材バッテリーパックエンクロージャーの開発を進
めており、その軽量性、高強度、耐衝撃性はNEVの航続距離延長と安全性向上に寄与し
ます。多材料接合技術は、金属や異なる種類のポリマーとの統合を可能にし、バッテリ
ーパック全体の設計自由度を高めます。また、デジタル製造技術の導入により、複雑な
形状の部品も高精度で効率的に生産できるようになり、欠陥の早期検出と制御が可能に
なります。

背景・業界文脈

NEV市場の急速な拡大に伴い、バッテリーパックの性能と安全性の要求はますます厳し
くなっています。従来の金属製バッテリーパックは重量が大きく、車両全体の軽量化を
阻害していました。これに対し、ポリマー複合材は優れた比強度と比剛性を持ち、車両
の軽量化に大きく貢献します。また、バッテリーパックの保護は衝突安全において極め
て重要であり、複合材はそのエネルギー吸収特性により安全性を高めます。さらに、環
境規制の強化により、材料のリサイクル性も重要な要素となっており、熱可塑性複合材
はその点で大きな優位性を持っています。



今後の展望

今後、ポリマー複合材バッテリーパックの技術は、NEVの普及と性能向上において中心
的な役割を果たすと予想されます。特に、高速成形、先進的な接合技術、そしてデジタ
ルツインを活用した製造最適化は、量産コストの削減と品質の安定化を推進するでしょ
う。リサイクル技術のさらなる発展は、持続可能な自動車産業の実現に不可欠であり、
将来的な材料供給の安定化にも貢献します。この分野の研究開発と産業応用は、今後も
活発に展開されると見られます。

元記事: https://www.mdpi.com/2079-6439/14/8/94

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2079-6439/14/8/94


#19 ACS Publications、熱可塑性ポリエステルの化学リサ
イクル・アップサイクルを促進する解重合戦略を詳述

概要

ACS Publicationsの論文は、商業用熱可塑性ポリエステルの効率的かつ便利な化学リサ
イクルおよびアップサイクルを実現する解重合戦略に焦点を当てています。加水分
解、アルコール分解、アミノ分解という3つの主要な解重合経路が詳細に議論されてお

り、これらの技術は使用済みプラスチックを元のモノマーや高価値化学品に変換する
ことを可能にします。BASFのChemCyclingプログラムやDuPontのPetretec

Regenerationのような産業界の取り組みも紹介され、循環経済への貢献が強調されて

います。

公開日 2026年08月20日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

商業用熱可塑性ポリエステルの効率的かつ便利な化学リサイクルおよびアップサイクル
を実現するための解重合戦略が、最新の研究で詳細に提案されました。本論文は、プラ
スチック廃棄物の価値を高め、循環経済を推進するための重要な一歩となる技術的アプ
ローチを包括的に分析しています。

技術・臨床詳細

本研究では、熱可塑性ポリエステルを元のモノマーまたは高価値化学品に変換するため
の主要な解重合戦略として、加水分解、アルコール分解、およびアミノ分解の3つが議
論されています。加水分解は水を利用してポリマー鎖を切断し、アルコール分解はアル
コールを、アミノ分解はアミン化合物を用いて同様の目的を達成します。これらのプロ
セスは、それぞれ異なる反応条件と生成物を提供し、特定の種類のポリエステル廃棄物
や最終製品の要件に合わせて最適化できます。例えば、ポリ（エチレンテレフタレー
ト）（PET）のような一般的なポリエステルは、これらの解重合技術によってテレフタ
ル酸ジメチル（DMT）やビス（2-ヒドロキシエチル）テレフタレート（BHET）などの
モノマーに効率的に分解され、新しいポリマーの原料として再利用可能です。

背景・業界文脈

世界的なプラスチック廃棄物問題の深刻化と、有限な化石資源への依存を減らす必要性
から、プラスチックのリサイクル技術、特に化学リサイクルへの注目が高まっていま
す。熱可塑性ポリエステルは、包装材、繊維、ボトルなど幅広い用途で使用されてお
り、そのリサイクルは環境負荷低減に大きく貢献します。機械的リサイクルだけでは品
質低下の問題がありましたが、化学リサイクルは高純度のモノマーを回収できるため、
バージン材料と同等の品質を持つ製品の製造を可能にします。BASFのChemCyclingプロ
グラムやDuPontのPetretec Regenerationのような大手化学企業も、この分野への投資を
積極的に行っており、持続可能な材料ソリューションの実現を目指しています。



今後の展望

提案された解重合戦略は、商業用熱可塑性ポリエステルのリサイクル率を大幅に向上さ
せる可能性を秘めています。これらの技術がさらにスケールアップされ、経済的に実行
可能になれば、プラスチック廃棄物の問題解決に大きく貢献し、化石資源への依存を減
らすことができます。将来的には、より多様な種類のプラスチックに対応できる汎用性
の高い解重合技術の開発や、リサイクルプロセスからのエネルギー回収の最適化が焦点
となるでしょう。これは、循環型経済の実現に向けた重要な柱の一つとなることが期待
されます。

元記事: https://pubs.acs.org/cbehb5/article/doi/10.1021/cbe.6c00084/5276258/Depolymerization-

Strategies-Valorizing-Commercial

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/cbehb5/article/doi/10.1021/cbe.6c00084/5276258/Depolymerization-Strategies-Valorizing-Commercial
https://pubs.acs.org/cbehb5/article/doi/10.1021/cbe.6c00084/5276258/Depolymerization-Strategies-Valorizing-Commercial


#20 HIPOLE Jena、ポリマーレドックスフロー電池と自己
修復材料でエネルギー応用のフロンティアを開拓

概要

ヘルムホルツ高分子エネルギー応用イエナ研究所（HIPOLE Jena）は、ポリマーレドッ

クスフロー電池、ポリマーベース薄膜電池、および機能性自己修復材料という3つの主
要分野で革新的な研究を進めています。特に、バッテリー電極が損傷した後の導電性

の回復技術や、ペロブスカイト太陽電池におけるポリマーの活用による安定性向上に
注力しています。これらの研究は、次世代のエネルギー貯蔵および変換システムの開
発に不可欠な基盤を提供します。

公開日 2026年08月20日  HIPOLE Jena - Helmholtz Institut for Polymers in Energy Applications

Jena  ドイツ



詳細

主要成果

ヘルムホルツ高分子エネルギー応用イエナ研究所（HIPOLE Jena）は、ポリマーレドッ
クスフロー電池、ポリマーベース薄膜電池、および機能性自己修復材料の分野で画期的
な研究を推進しており、エネルギー貯蔵と変換技術の未来を形成しています。これらの
研究は、特にバッテリーシステムの耐久性と効率を大幅に向上させることを目指してい
ます。

技術・臨床詳細

HIPOLE Jenaの研究は、具体的な技術的課題に焦点を当てています。例えば、ポリマー
レドックスフロー電池では、より高効率で長寿命の電解質材料の開発が目標です。ポリ
マーベース薄膜電池では、エネルギー密度と柔軟性を両立させるための新しいポリマー
構造の設計が進められています。最も注目すべきは、機能性自己修復材料の研究で、バ
ッテリー電極が物理的な損傷を受けた際に、その導電性を自動的に回復させる技術の開
発です。これは、バッテリーの寿命を延ばし、安全性を高める上で極めて重要です。ま
た、ペロブスカイト太陽電池の分野では、湿度や熱に対する安定性が課題とされていま
すが、HIPOLE Jenaはポリマーを太陽電池の構成要素として利用することで、この安定
性を劇的に向上させることに成功しています。これにより、ペロブスカイト太陽電池の
実用化が大きく加速される可能性があります。

背景・業界文脈

再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、高効率かつ安全なエネルギー貯蔵システムの需
要が世界的に高まっています。従来のバッテリー技術には、寿命、安全性、環境負荷な
どの課題があり、特に大規模なエネルギー貯蔵には新たなソリューションが求められて
います。ポリマー材料は、その多様な特性と加工性の良さから、次世代バッテリーや太
陽電池の主要な構成要素として注目されています。自己修復機能を持つ材料は、システ
ムの信頼性を向上させ、メンテナンスコストを削減する可能性を秘めています。



今後の展望

HIPOLE Jenaの研究成果は、エネルギー分野におけるポリマー材料の応用範囲を大きく
広げるものです。自己修復機能を持つバッテリー電極は、電気自動車や定置型エネルギ
ー貯蔵システムの信頼性を飛躍的に向上させ、故障によるダウンタイムを削減します。
また、ポリマーで安定化されたペロブスカイト太陽電池は、より低いコストで高効率な
太陽光発電を可能にし、再生可能エネルギーの普及を加速させるでしょう。これらの技
術は、持続可能な社会の実現に向けた重要な貢献となることが期待されます。

元記事: https://www.hipole-jena.de/en/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hipole-jena.de/en/


#21 Patsnapがエポキシ樹脂リサイクル特許動向を分析：
分解性硬化剤とビトリマー化学が進化

概要

Patsnapの分析によると、エポキシ樹脂リサイクルに関する特許動向は、分解性硬化
剤、ビトリマー化学、および炭素繊維強化プラスチック（CFRP）からの炭素繊維回収
に焦点が当たっています。この分野の主要出願者には、風力タービンブレード向けの

分解性複合材を開発するArkema FranceやSwancor Advanced Materials Co. Ltd.が含ま
れています。特許活動は、より持続可能な複合材料ソリューションへの産業界の移行
を明確に示しています。

公開日 2026年08月14日  Patsnap  国際



詳細

主要成果

Patsnapが実施したエポキシ樹脂リサイクルに関する特許動向分析により、この分野の
技術革新が分解性硬化剤、ビトリマー化学、および炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）からの炭素繊維の回収という3つの主要な技術経路に集約されていることが明
らかになりました。これらのアプローチは、エポキシ樹脂廃棄物の課題に対処し、循環
経済への移行を加速するための重要な進展を示しています。

技術・臨床詳細

特許分析では、各技術経路の具体的な進歩が示されています。分解性硬化剤は、エポキ
シ樹脂が寿命を迎えた後に化学的に分解されやすいように設計されており、これにより
モノマーやオリゴマーレベルでのリサイクルが可能になります。ビトリマー化学は、加
熱によって再成形や修復が可能な動的共有結合ネットワークを形成する材料を利用し、
エポキシ樹脂の再加工性とリサイクル性を向上させます。第三の経路は、CFRPから高
価値の炭素繊維を機械的または溶媒分解によって回収する技術です。これにより、廃棄
されるはずだった炭素繊維が新しい製品に再利用され、バージン炭素繊維の需要と生産
に伴う環境負荷を低減します。特に、Arkema FranceやSwancor Advanced Materials Co.
Ltd.のような企業は、風力タービンブレードのような大型構造物向けに、寿命後に容易
に分解できる複合材料の開発を進めており、これらが主要な特許出願者として挙げられ
ています。

背景・業界文脈

エポキシ樹脂は、航空宇宙、自動車、風力エネルギーなど、高強度と耐久性が求められ
る幅広い産業で重要な材料として使用されています。しかし、その架橋構造のために、
従来の熱硬化性プラスチックと同様にリサイクルが困難でした。エポキシ樹脂廃棄物の
増大は、環境問題と資源効率の観点から大きな課題となっており、持続可能なソリュー
ションの開発が急務となっています。特許活動の増加は、企業がこの課題を認識し、革
新的なリサイクル技術を通じて材料のライフサイクル全体での価値最大化を目指してい
ることを示しています。



今後の展望

エポキシ樹脂リサイクルに関するこれらの技術経路は、今後の複合材料産業の持続可能
性を大きく左右するでしょう。分解性硬化剤やビトリマー技術は、エポキシ樹脂が広く
使用される分野、特に航空宇宙や自動車において、リサイクル可能な高性能複合材料の
設計を可能にします。CFRPからの炭素繊維回収技術は、高価な炭素繊維の循環利用を
促進し、資源の節約とコスト削減に貢献します。これらの技術が商業規模で展開される
ことで、エポキシ樹脂ベースの製品の環境フットプリントが大幅に削減され、より循環
型の製造プロセスが確立されることが期待されます。

元記事: https://www.patsnap.com/fr/resources/blog/rd-blog/epoxy-resin-recycling-patent-landscape/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patsnap.com/fr/resources/blog/rd-blog/epoxy-resin-recycling-patent-landscape/


#22 Addcompositeが複合材料の基礎を解説、炭素繊維コ
スト低下で航空宇宙以外の応用拡大

概要

Addcompositeが、複合材料の基本的な定義と歴史、そしてその多様な応用可能性を解
説する記事を公開しました。特に、炭素繊維の製造コストが継続的な技術進歩により
低下していることに言及し、これにより航空宇宙・防衛分野以外の市場、例えば自動

車や風力エネルギーなどへの適用が拡大していると指摘しています。この動向は、高
性能材料の利用をより幅広い産業で促進し、イノベーションを加速させることを示唆
しています。

公開日 2026年08月17日  Addcomposite  国際



詳細

主要成果

Addcompositeが発行した記事は、複合材料の基本的な概念と進化を分かりやすく解説
し、特に炭素繊維の製造コストが技術進歩により継続的に低下している点を強調してい
ます。このコスト低下が、航空宇宙・防衛産業に限定されていた炭素繊維複合材の適用
範囲を、より多様な市場へと広げていることが示されています。

技術・臨床詳細

複合材料は、異なる特性を持つ二つ以上の材料を組み合わせることで、個々の材料では
実現できない優れた特性を発揮する材料です。例えば、炭素繊維複合材は、高強度・高
剛性の炭素繊維をエポキシ樹脂などのマトリックス材料で強化することで、鋼鉄よりも
軽量でありながら強度に優れた材料を生み出します。記事では、複合材料の歴史的発展
にも触れ、初期のガラス繊維強化プラスチックから現代の高度な炭素繊維複合材に至る
までが概説されています。重要なのは、炭素繊維の製造プロセスにおける革新、例え
ば、効率的な前駆体材料の開発やエネルギー消費の削減が、製造コストの持続的な低下
に貢献している点です。これにより、自動車の軽量化、風力タービンブレードの大型
化、スポーツ用品の高性能化など、航空宇宙以外の産業でも経済的に実現可能なソリュ
ーションとしての採用が進んでいます。

背景・業界文脈

高性能材料としての複合材料の需要は、軽量化による燃費改善や環境負荷低減が求めら
れる現代社会において高まる一方です。航空宇宙・防衛産業は長年、複合材料の主要な
ユーザーでしたが、その高コストが他の産業への普及を妨げていました。しかし、製造
技術の進化と規模の経済により、炭素繊維複合材のコストが低下したことで、自動車、
風力エネルギー、建設、海洋、スポーツ用品といった分野での採用が急速に進んでいま
す。この変化は、複合材料がもはやニッチな特殊材料ではなく、幅広い産業に影響を与
える基盤技術へと変貌しつつあることを意味します。



今後の展望

炭素繊維複合材のコスト競争力の向上は、今後さらに多くの産業分野での応用を促進す
るでしょう。特に、電気自動車（EV）の普及に伴う軽量化の要求は、炭素繊維複合材の
新たな主要市場となる可能性を秘めています。また、リサイクル技術の発展により、複
合材料のライフサイクル全体での持続可能性が向上すれば、環境規制の強化にも対応し
やすくなります。将来的には、より高性能で、かつ環境に優しい複合材料の開発が加速
し、多様な社会課題の解決に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.addcomposites.com/post/composites-what-exactly-are-they

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.addcomposites.com/post/composites-what-exactly-are-they


#23 米国エネルギー省、ポリマー電解質膜を用いた燃料電
池の自動車応用を強調

概要

米国エネルギー省は、燃料電池の基本原理と種類について概説する記事を公開し、特
にポリマー電解質膜（PEM）燃料電池がプロトン伝導性ポリマー膜を電解質として利
用することで、自動車分野において最も有望な応用例であることを強調しています。

直接メタノール燃料電池（DMFC）も同様にポリマー膜を使用しており、これらの技
術はクリーンエネルギー輸送の未来を形作る上で不可欠です。この紹介は、燃料電池
技術の基本的な理解を促進し、その広範な可能性を示しています。

公開日 2026年08月14日  Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省は、燃料電池の仕組みと種類に関する基本的な解説を提供し、特にポ
リマー電解質膜（PEM）燃料電池がプロトン伝導性ポリマー膜を電解質として使用する
ことで、自動車用途において最も有望な技術であることを強調しました。これは、輸送
分野におけるクリーンエネルギーソリューションの普及に向けた重要な指針となりま
す。

技術・臨床詳細

燃料電池は、水素やその他の燃料の化学エネルギーを直接電気エネルギーに変換するデ
バイスであり、燃焼プロセスを経ないため、高いエネルギー効率と排出ガスゼロまたは
低排出を実現します。PEM燃料電池は、その名の通り、プロトン（水素イオン）を伝導
するポリマー膜を電解質として利用します。このポリマー膜は、水素ガスを陽極（アノ
ード）でプロトンと電子に分離し、プロトンは膜を透過して陰極（カソード）へ移動
し、電子は外部回路を通って電気を生成します。カソードでは、プロトン、電子、空気
中の酸素が結合して水のみを生成します。PEM燃料電池は比較的低温で動作するため、
起動時間が短く、出力密度が高く、サイズもコンパクトなため、特に自動車への搭載に
適しています。また、直接メタノール燃料電池（DMFC）も、メタノールを直接燃料と
して利用し、ポリマー膜を電解質として使用することで、可搬性のある電力源としての
応用が期待されています。

背景・業界文脈

世界のエネルギー需要が高まり、同時に気候変動への懸念が深まる中で、化石燃料に代
わるクリーンなエネルギー源の開発が急務となっています。燃料電池は、発電時に水し
か排出しないクリーンな技術であり、再生可能エネルギー源（太陽光、風力など）から
製造された水素と組み合わせることで、真に持続可能なエネルギーサイクルを構築でき
ます。自動車産業では、電気自動車（EV）と並んで燃料電池車（FCV）がゼロエミッシ
ョン車の一翼を担うものとして注目されており、特に長距離輸送や大型車両において、
その急速な燃料補給能力と航続距離の利点が評価されています。政策立案者や研究機関
は、燃料電池技術の発展と普及を強く支援しており、技術的な課題解決とインフラ整備
が進められています。



今後の展望

PEM燃料電池技術は、今後も自動車分野におけるクリーンエネルギーソリューションの
中核を担うと考えられます。ポリマー膜の耐久性、コスト効率、および動作温度範囲の
さらなる改善が研究の主要な焦点となるでしょう。また、水素製造、貯蔵、供給インフ
ラの整備が加速することで、燃料電池車の市場普及はさらに進むと予想されます。
DMFCのような他のポリマーベース燃料電池も、特定のニッチ市場、例えばポータブル
電源や補助電源ユニットとして、その可能性を拡大していくでしょう。これらの技術の
進展は、持続可能なエネルギー未来を実現するための重要な推進力となります。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/fuels/fuel-cell-basics

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/fuels/fuel-cell-basics


#24 SUPERPANプロジェクト、Dual Pull Braiding技術で
車両構造向けリサイクル可能な熱可塑性複合パネルを開発

概要

スペインのSUPERPANプロジェクトは、Birka Compositesが主導し、AimplasとIdekoと
協力して、車両構造向けの軽量でリサイクル可能な熱可塑性複合パネルを開発しまし
た。この革新的なプロジェクトは、Dual Pull Braiding技術と自動製造技術を組み合わ

せることで、高性能かつ多方向強化のパネルを効率的に製造することを可能にしてい
ます。これにより、自動車産業における持続可能性と軽量化への要求に応えることが
期待されます。

公開日 2026年08月19日  Jota Machinery  スペイン



詳細

主要成果

スペインのコンソーシアムであるSUPERPANプロジェクトが、車両構造向けの軽量かつ
リサイクル可能な熱可塑性複合パネルの開発に成功しました。このプロジェクトは、
Dual Pull Braiding技術と先進的な自動製造技術を組み合わせることで、高性能な多方向
強化パネルの効率的な生産を実現し、自動車産業の軽量化と持続可能性の課題に革新的
な解決策を提供します。

技術・臨床詳細

SUPERPANプロジェクトは、Birka Compositesが主導し、材料研究センターAimplasおよ
び技術研究センターIdekoが参画しています。開発された熱可塑性複合パネルは、その
最大の特徴としてリサイクル可能性と軽量性を両立しています。主要な技術的進歩は、
Dual Pull Braiding技術にあります。これは、連続繊維を複数の方向から同時に組み上げ
ることで、高い強度と剛性を持ちながらも、複雑な形状に対応できる柔軟性を持つ複合
材を製造する手法です。この技術と自動製造プロセスを組み合わせることで、品質の安
定したパネルを高速かつ効率的に生産することが可能になります。熱可塑性樹脂をマト
リックスとして使用することで、従来の熱硬化性複合材よりも成形時間が短縮され、最
終製品がリサイクル可能になるという環境面での大きな利点があります。

背景・業界文脈

自動車産業は、厳格化する燃費規制と排出ガス基準、そして電気自動車（EV）の普及に
伴う航続距離延長の要求から、車両の軽量化が喫緊の課題となっています。同時に、材
料のライフサイクル全体での環境負荷を低減するため、リサイクル可能な材料への需要
も高まっています。従来の複合材料は高性能である一方で、リサイクルが困難であると
いう課題を抱えていました。SUPERPANプロジェクトのような取り組みは、これらの産
業的および環境的課題に対する有望なソリューションを提供し、持続可能なモビリティ
の実現に貢献するものです。



今後の展望

SUPERPANプロジェクトで開発されたリサイクル可能な熱可塑性複合パネルは、自動車
産業だけでなく、航空宇宙、鉄道、海洋などの他の輸送分野にも応用が拡大する可能性
を秘めています。Dual Pull Braiding技術と自動製造プロセスの組み合わせは、将来的に
複合材料部品の量産化をさらに促進し、コスト効率を高めるでしょう。この革新は、高
性能で環境に優しい材料が、より広範な産業で採用される道を拓き、持続可能な社会の
実現に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://jotaintl.com/category/global-composite-material-news/recyclable-composites-for-

vehicles/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jotaintl.com/category/global-composite-material-news/recyclable-composites-for-vehicles/
https://jotaintl.com/category/global-composite-material-news/recyclable-composites-for-vehicles/


#25 PolymerUpdate Intelligence、自己修復性・再生可
能・導電性を持つ次世代ポリマーの進展を報告

概要

PolymerUpdate Intelligenceの報告によると、自己修復性、再生可能、導電性といった
画期的な特性を持つ次世代ポリマーの開発が進んでいます。ドイツの研究室では、穏
やかな熱を加えるだけで構造を完全に回復できる自己修復性プラスチックが開発さ

れ、ロボットの皮膚やウェアラブルデバイスへの応用が期待されています。これらの
進展は、材料科学における新たなフロンティアを開き、耐久性、持続可能性、機能性
を兼ね備えた製品の実現に向けた道を拓きます。

公開日 2026年08月18日  PolymerUpdate Intelligence  国際



詳細

主要成果

自己修復性、再生可能、導電性といった革新的な能力を持つ次世代ポリマーの進展が、
材料科学の新たなフロンティアを切り開いています。これらのポリマーは、損傷からの
自己回復、環境への配慮、および電気伝導性の付与により、広範な産業で画期的な応用
を可能にする可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

特に注目すべきは、ドイツの研究室で開発された自己修復性プラスチックです。この材
料は、軽度の熱刺激（例えば、ドライヤー程度の穏やかな熱）を加えるだけで、微細な
傷や亀裂といった構造的な損傷を完全に回復させることができます。この機能は、ポリ
マー内部の特定の化学結合が、熱によって可逆的に再形成されるメカニズムに基づいて
います。また、ロボットの皮膚や高度なウェアラブルデバイスへの応用が期待される自
己修復性ポリマーも開発されています。これらのポリマーは、センサーやアクチュエー
ターとして機能しながら、外部からの物理的ストレスによる損傷を自律的に修復するこ
とで、デバイスの寿命と信頼性を大幅に向上させます。再生可能なポリマーは、植物由
来のバイオマスやリサイクルされたプラスチックから作られ、環境負荷の低減に貢献し
ます。導電性ポリマーは、従来の金属材料に代わる軽量かつ柔軟な導電体として、フレ
キシブルエレクトロニクスやエネルギー貯蔵デバイスでの応用が拡大しています。

背景・業界文脈

現代社会では、製品の耐久性向上、環境負荷の低減、そして新しい機能性の付与が強く
求められています。従来の材料は、一度損傷すると交換が必要になるか、性能が低下す
るという課題がありました。自己修復性材料は、この課題を根本的に解決し、製品の長
寿命化と廃棄物削減に貢献します。また、化石資源への依存からの脱却と、持続可能な
社会の実現に向けて、再生可能材料への関心が高まっています。情報化社会の進展に伴
い、軽量でフレキシブルな電子部品への需要が増加しており、導電性ポリマーはこれら
のニーズを満たすための重要なキーテクノロジーとなっています。



今後の展望

自己修復性、再生可能、導電性を持つ次世代ポリマーは、今後、自動車、航空宇宙、医
療、エレクトロニクス、ロボティクスなど、多岐にわたる産業分野でその応用が加速す
ると予想されます。特に、ロボットの触覚センサーや、ウェアラブルヘルスモニタリン
グデバイスにおいて、自己修復機能と導電性を兼ね備えたポリマーは、新たなユーザー
エクスペリエンスと信頼性を提供します。また、再生可能材料としての利用拡大は、サ
ステナブルな製品設計の標準となるでしょう。これらのポリマー技術のさらなる研究開
発と商業化は、よりスマートで、より耐久性があり、より環境に優しい社会の実現に向
けた重要な推進力となると期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/polymerupdate/posts/what-if-the-next-big-polymer-breakthrough-

isnt-a-new-polymer-but-a-new-capabilit/1487189176781552/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/polymerupdate/posts/what-if-the-next-big-polymer-breakthrough-isnt-a-new-polymer-but-a-new-capabilit/1487189176781552/
https://www.facebook.com/polymerupdate/posts/what-if-the-next-big-polymer-breakthrough-isnt-a-new-polymer-but-a-new-capabilit/1487189176781552/


#26 ASCE Libraryがナトリウム電池向けポリマーブレンド
電解質で高イオン伝導度と再充電性を報告

概要

Journal of Energy Engineeringの最新研究は、3種類の合成ポリマー（ポリビニルアル
コール、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリコール）と硝酸ナトリウムをブレ
ンドした新規ポリマー電解質が、ナトリウム電池向けに高いイオン伝導度と優れた再

充電性を有することを示しました。溶液流延法によって作製されたこの電解質は、ナ
トリウムイオン電池の性能向上と実用化への道を拓くものです。この成果は、リチウ
ムに代わる安価で豊富なナトリウム資源を活用した次世代バッテリー開発において重

要なブレークスルーとなります。

公開日 2026年08月21日  Journal of Energy Engineering - ASCE Library  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究により、3種類の合成ポリマー（ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリ
ドン、ポリエチレングリコール）と硝酸ナトリウムを組み合わせた新規ポリマーブレン
ド電解質が開発され、ナトリウム電池において高いイオン伝導度と優れた再充電性を示
すことが実証されました。この成果は、リチウムイオン電池の代替として注目されるナ
トリウム電池の実用化に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

本研究では、ポリビニルアルコール（PVA）、ポリビニルピロリドン（PVP）、ポリエ
チレングリコール（PEG）の3種類の合成ポリマーをベースに、硝酸ナトリウム
（NaNO3）をイオン源として含むポリマーブレンド電解質が、溶液流延法によって作製

されました。この手法は、均一な組成と良好な機械的特性を持つ薄膜電解質の形成を可
能にします。開発されたポリマー電解質は、室温付近で高いイオン伝導度を示し、これ
はナトリウムイオンがポリマーマトリックス内を効率的に移動できることを意味しま
す。また、ナトリウム金属電極との安定した界面を形成し、長期間にわたる充放電サイ
クルにおいても優れた再充電性を維持することが確認されました。これにより、ナトリ
ウム電池のエネルギー密度とサイクル寿命が向上し、実用的なアプリケーションへの適
用可能性が高まります。

背景・業界文脈

リチウムは電気自動車やポータブル電子機器の主要なバッテリー材料ですが、その資源
の偏在性と価格変動が課題となっています。これに対し、ナトリウムは地球上に豊富に
存在し、安価に入手可能な代替資源として、次世代バッテリーの候補として研究が活発
化しています。しかし、ナトリウムイオン電池の実用化には、電解質のイオン伝導度、
電極との界面安定性、サイクル寿命といった性能課題を克服する必要があります。本研
究で開発されたポリマーブレンド電解質は、これらの課題解決に貢献し、ナトリウム電
池の商用化に向けた技術的ハードルを下げるものです。



今後の展望

今回開発された高イオン伝導性かつ高再充電性を有するポリマーブレンド電解質は、ナ
トリウム電池の性能を大幅に向上させる可能性を秘めています。今後、この電解質材料
の製造プロセスのスケールアップとコスト削減、さらに多様な電極材料との適合性評価
が進められるでしょう。これにより、ナトリウム電池は、電気自動車、定置型エネルギ
ー貯蔵、スマートグリッドなど、幅広い分野でリチウムイオン電池の代替または補完技
術として利用されることが期待されます。この研究は、持続可能で経済的なエネルギー
貯蔵ソリューションの実現に不可欠な基盤を提供します。

元記事: https://ascelibrary.org/doi/10.1061/JLEED9.EYENG-6665

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ascelibrary.org/doi/10.1061/JLEED9.EYENG-6665


#27 シンガポール国立大学（NUS）、炭素繊維複合材廃棄
物を機能性エアロゲルへ変換する革新的リサイクル手法を
開発

概要

シンガポール国立大学（NUS）の研究者らが、炭素繊維強化エポキシ複合材廃棄物

を、断熱材、吸音材、油流出除去材として利用可能な軽量エアロゲルに変換する画期
的なリサイクル手法を開発しました。このプロセスは、廃棄物の炭素繊維とエポキシ
成分の両方を活用し、微粉末化後にセルロース系バインダーと混合し、凍結乾燥する

ことで多孔質なエアロゲルを製造します。この技術は、高価値複合材の循環型経済へ
の移行を加速する上で重要な意味を持ちます。

公開日 2026年08月20日  Jota Machinery  シンガポール



詳細

主要成果

シンガポール国立大学（NUS）の研究者らは、高価値材料である炭素繊維強化エポキシ
複合材（CFRP）廃棄物を、断熱材、吸音材、さらには油流出除去材といった多用途に
利用できる軽量エアロゲルへと変換する革新的なリサイクル手法を開発しました。この
成果は、複合材料廃棄物の問題を解決し、資源の有効活用を促進する上で大きなブレー
クスルーとなります。

技術・臨床詳細

NUSの研究チームが開発したリサイクルプロセスは、まず廃棄されたCFRPを微粉末化
し、次に炭素繊維とエポキシ樹脂の双方の成分を効率的に活用します。この微粉末をセ
ルロース系バインダーと混合した後、特殊な凍結乾燥プロセスを通じて、非常に軽く多
孔質のエアロゲル構造を形成します。このエアロゲルは、その独特のナノポーラス構造
により、優れた断熱性能と吸音性能を発揮します。また、疎水性と親油性を併せ持つ特
性から、水域からの油流出を効率的に吸着・除去する能力も確認されています。従来の
CFRPリサイクル手法では、主に炭素繊維の回収に焦点が当てられ、エポキシ樹脂マト
リックスは多くの場合廃棄されていましたが、この新技術は両成分の価値を最大限に引
き出すことに成功しています。

背景・業界文脈

炭素繊維複合材は、航空宇宙、自動車、風力エネルギーといった産業で高性能材料とし
て広く利用されていますが、その複雑な構造からリサイクルが非常に困難であり、廃棄
物問題が深刻化しています。使用済みCFRPのほとんどは埋め立てられるか焼却されて
おり、環境負荷と資源の無駄遣いが課題となっていました。NUSのこの技術は、このよ
うな課題に対する持続可能な解決策を提供し、高価値材料である炭素繊維とエポキシ樹
脂を循環型経済システムに再統合する道を開きます。これは、複合材料産業全体にとっ
て、環境フットプリントを削減し、持続可能性を高める上で極めて重要な進歩です。



今後の展望

NUSが開発したCFRP廃棄物からのエアロゲル製造技術は、多岐にわたる産業分野での応
用が期待されます。特に、建材としての断熱・吸音性能、環境浄化材としての油流出対
策、さらには自動車部品や電子機器の軽量構造材としての利用も考えられます。今後
は、この技術の工業規模でのスケーラビリティの検証と、製造コストの最適化が焦点と
なるでしょう。このリサイクル技術は、複合材料産業が直面する廃棄物問題に革新的な
解決策をもたらし、より持続可能な社会の実現に大きく貢献する可能性を秘めていま
す。

元記事: https://jotaintl.com/category/global-composite-material-news/carbon-fiber-composite-waste-

aerogel/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jotaintl.com/category/global-composite-material-news/carbon-fiber-composite-waste-aerogel/
https://jotaintl.com/category/global-composite-material-news/carbon-fiber-composite-waste-aerogel/


#28 ACS Publications、ビニル・エポキシ基含有クエン酸
エステルで可塑化されたポリマーの低温性能と移動挙動を
研究

概要

ACS Publicationsの論文は、ビニル基とエポキシ基を持つクエン酸エステルで可塑化さ

れたポリマーの低温性能と移動挙動に関する詳細な研究を発表しました。本研究は、
クエン酸を介したホウ酸エステルネットワークを利用した耐水性バイオベースビトリ
マーフィルムや、クエン酸から非対称分子構造を持つハイブリッド可塑剤の開発にも

言及しています。これらの材料は、低温での柔軟性と耐久性を向上させると同時に、
環境に優しい代替品としての可能性を秘めています。

公開日 2026年08月13日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ビニル基とエポキシ基を持つクエン酸エステルで可塑化されたポリマーの低温性能と移
動挙動に関する新たな研究が発表され、これらの材料が極低温環境下でも優れた柔軟性
と安定性を示す可能性が示唆されました。この成果は、バイオベースで持続可能な高性
能ポリマー材料の開発に貢献します。

技術・臨床詳細

本研究では、クエン酸エステルを可塑剤として利用したポリマーシステムに焦点を当て
ています。クエン酸エステルは、その生体適合性と環境への優しさから、フタル酸エス
テル系可塑剤の代替として注目されています。特に、ビニル基とエポキシ基を分子内に
持つクエン酸エステルは、ポリマーマトリックスとの相互作用を強化し、材料の低温で
の柔軟性を向上させると同時に、可塑剤の移動（ブリードアウト）を抑制する効果が期
待されます。論文では、クエン酸を介したホウ酸エステルネットワークを利用した耐水
性バイオベースビトリマーフィルムの開発についても触れられています。ビトリマー
は、通常の熱硬化性樹脂の特性と熱可塑性樹脂の加工性を併せ持つ材料であり、自己修
復性やリサイクル性も期待できるため、持続可能な材料として関心が高まっています。
さらに、クエン酸から誘導された非対称分子構造を持つハイブリッド可塑剤の合成も報
告されており、これらがポリマーの機械的特性と長期安定性にどのように影響するかに
ついて考察が深められています。

背景・業界文脈

ポリマー材料、特に可塑化されたポリマーは、包装材、医療機器、ケーブル、自動車部
品など多岐にわたる産業で広く使用されています。しかし、低温環境下での脆性や、可
塑剤の長期的な移動による材料性能の劣化、さらには環境規制への対応が課題となって
いました。フタル酸エステル系可塑剤が健康や環境への懸念から規制される中、バイオ
ベースで安全かつ高性能な可塑剤の開発が喫緊の課題となっています。本研究のような
取り組みは、これらの課題を解決し、より高性能で環境に優しいポリマー製品の実現に
向けた重要な技術的基盤を提供します。



今後の展望

ビニル基とエポキシ基を持つクエン酸エステルを可塑剤として用いたポリマーは、低温
環境下での高い信頼性が求められる自動車部品や、耐久性のある屋外用製品、さらには
医療機器への応用が期待されます。耐水性バイオベースビトリマーフィルムやハイブリ
ッド可塑剤の進展は、自己修復性、リサイクル性、生分解性といった付加価値の高い機
能を持つ次世代ポリマー材料の開発を加速するでしょう。これにより、ポリマー産業は
持続可能性と高性能化を両立させ、未来の材料ニーズに応える新たな道を切り開くこと
が期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02583/5254156/Low-Temperature-

Performance-and-Migration-Behavior

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02583/5254156/Low-Temperature-Performance-and-Migration-Behavior
https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02583/5254156/Low-Temperature-Performance-and-Migration-Behavior


#29 ACS Publications、室温固体リチウム金属電池向け
PEO/PVDF-HFP固体ポリマー電解質のアノード/電解質界
面修飾を強化

概要

ACS Publicationsの論文は、室温での固体リチウム金属電池への応用を目指し、SNで可

塑化されたポリエチレンオキシド（PEO）/ポリフッ化ビニリデン-ヘキサフルオロプロ
ピレン（PVDF-HFP）固体ポリマー電解質のアノード/電解質界面修飾に関する研究を
発表しました。PEOベースのポリマー電解質は、優れた電極接触性、リチウム金属ア

ノードとの良好な電気化学的適合性、加工容易性、および高い経済性から、次世代電
池の有望な候補とされています。この研究は、固体電池の性能と安全性を向上させる
ための重要なステップです。

公開日 2026年08月18日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

室温での固体リチウム金属電池への応用を可能にするため、SN（スクシノニトリル）
で可塑化されたポリエチレンオキシド（PEO）/ポリフッ化ビニリデン-ヘキサフルオロ
プロピレン（PVDF-HFP）固体ポリマー電解質のアノード/電解質界面修飾に関する画期
的な研究が発表されました。この進展は、高性能で安全な次世代バッテリーシステムの
実現に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

本研究では、ポリエチレンオキシド（PEO）ベースのポリマー電解質にSNを可塑剤とし
て導入し、さらにPVDF-HFPとのブレンドによって機械的強度と電気化学的安定性を向
上させています。PEOベースの電解質は、その優れた電極接触性、リチウム金属アノー
ドとの良好な電気化学的適合性、簡単な加工性、そして高い経済性から、固体リチウム
金属電池の有望な候補として広く認識されています。しかし、PEOベースの電解質は、
室温でのイオン伝導度が比較的低いことや、リチウム金属アノードとの界面安定性に課
題を抱えていました。本研究で実施されたアノード/電解質界面修飾は、これらの課題
に対処するためのもので、電解質とリチウム金属の間に安定した界面層を形成すること
で、リチウムデンドライト（樹枝状結晶）の成長を抑制し、電池のサイクル寿命と安全
性を劇的に向上させます。これにより、室温環境下でも高効率かつ長期安定性を持つ固
体リチウム金属電池の実現に大きく貢献します。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）やポータブル電子機器の普及に伴い、より高いエネルギー密度、安全
性、長寿命を持つバッテリーへの需要が急増しています。特に、液体電解質を用いる従
来のリチウムイオン電池は、発火や爆発のリスクが指摘されており、これを根本的に解
決する固体電解質を用いた固体電池の研究開発が世界中で加速しています。固体ポリマ
ー電解質は、液漏れのリスクがなく、柔軟な形状に加工できるため、次世代の全固体電
池において極めて有望な選択肢とされています。本研究は、この分野における性能向上
と実用化に向けた技術的課題を克服するための重要な貢献です。



今後の展望

今回の研究で示されたアノード/電解質界面修飾技術は、室温作動可能な固体リチウム
金属電池の商業化を加速する上で重要な役割を果たすでしょう。今後は、修飾層の組成
最適化、製造プロセスのスケールアップ、および長期的な信頼性評価が焦点となりま
す。この技術が確立されれば、EVの航続距離の大幅な延長、モバイルデバイスの充電頻
度低減、および定置型エネルギー貯蔵システムの安全性向上に貢献し、クリーンエネル
ギー社会の実現に不可欠な技術となることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaem.6c01301

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsaem.6c01301


#30 Advanced Composite Solutions (ACS)、炭素繊維複
合材の海洋産業への応用を拡大し高性能ヨットを開発

概要

Advanced Composite Solutions (ACS)は、炭素繊維複合材の専門知識を自動車や航空宇
宙産業に加えて海洋産業にも拡大し、今日のヨットおよび将来のヨット向けの軽量か
つ高性能なソリューションを開発していることを強調しました。この動きは、再生炭

素繊維がバージン炭素繊維と比較して急速な成長を遂げると予測されるなど、複合材
市場全体の持続可能性へのシフトと一致しています。海洋分野での炭素繊維利用の拡
大は、高性能と環境効率を両立させる新たな道を拓きます。

公開日 2026年08月18日  Advanced Composite Solutions  国際



詳細

主要成果

Advanced Composite Solutions (ACS)は、これまで自動車や航空宇宙産業で培ってきた
炭素繊維複合材の専門知識を海洋産業へも積極的に展開し、軽量かつ高性能なヨット向
けの革新的なソリューションを開発していることを発表しました。この戦略的な拡大
は、複合材料が多岐にわたる分野での持続可能性とパフォーマンス向上に貢献すること
を示しています。

技術・臨床詳細

炭素繊維複合材は、その優れた比強度と比剛性から、長年にわたり航空宇宙および自動
車産業において軽量化と性能向上のための主要な材料として利用されてきました。ACS

は、このノウハウを応用し、船舶、特にヨットの船体、マスト、その他の構造部品に炭
素繊維を導入することで、船全体の軽量化と安定性の向上を実現しています。これによ
り、ヨットの高速化、燃費効率の向上、そしてより洗練されたデザインが可能になりま
す。海洋環境は、塩水腐食や紫外線劣化など、材料にとって過酷な条件を伴いますが、
先進的な複合材料はこれらの課題に対処する優れた耐性を持ちます。さらに、環境意識
の高まりとともに、再生炭素繊維の利用が注目されており、バージン炭素繊維と比較し
て急速な成長が見込まれています。ACSは、このような持続可能な材料ソリューション
の導入にも取り組んでおり、複合材料のライフサイクル全体での環境負荷低減に貢献し
ています。

背景・業界文脈

海洋産業、特に高性能ヨット市場では、速度、効率性、そして豪華さに対する要求が常
に高まっています。軽量化は、これらの目標を達成するための鍵であり、炭素繊維複合
材は理想的な選択肢となります。また、環境規制の強化と消費者の持続可能性への関心
の高まりは、海洋産業にも影響を与え、環境に優しい材料や製造プロセスの採用を促し
ています。炭素繊維複合材は、航空宇宙、自動車、風力エネルギーといった主要産業で
既にその価値が実証されており、その応用範囲が海洋分野へと自然に拡大することは、
産業全体の技術的成熟を示しています。



今後の展望

ACSによる海洋産業への炭素繊維複合材の応用拡大は、高性能ヨット市場に大きな影響
を与えるだけでなく、商業船やレジャーボート、さらには海洋エネルギーインフラな
ど、より広範な海洋分野での複合材料の採用を加速させる可能性があります。再生炭素
繊維技術の進化とコスト効率の改善は、海洋産業における持続可能な材料ソリューショ
ンの普及をさらに促進するでしょう。これにより、海洋構造物の設計と製造において、
これまでにないレベルのパフォーマンス、効率、および環境責任が実現されることが期
待されます。

元記事: https://www.facebook.com/AdvancedCompositesSolutions/posts/carbon-fiber-is-not-just-

about-automotive-and-aerospace-at-acs-we-bring-our-expe/1657254379736610/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/AdvancedCompositesSolutions/posts/carbon-fiber-is-not-just-about-automotive-and-aerospace-at-acs-we-bring-our-expe/1657254379736610/
https://www.facebook.com/AdvancedCompositesSolutions/posts/carbon-fiber-is-not-just-about-automotive-and-aerospace-at-acs-we-bring-our-expe/1657254379736610/

